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平成27年３月11日（水）議事日程 

開 議（午前９時30分） 

 日程第１  議案第24号 平成27年度太良町一般会計予算について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時30分 開議 

○議長（末次利男君） 

 皆さんおはようございます。定足数に達しておりますので、議会は成立いたします。 

 ただいまより本日の会議を開きます。 

 本日の議事を、お手元に配付しております議事日程表どおりに進めます。 

      日程第１ 議案第24号 

○議長（末次利男君） 

 日程第１．議案第24号 平成27年度太良町一般会計予算についてを議題といたします。 

 ただいまから質疑に入りますが、十分な審議を尽くす意味で、二、三款ずつ区切って質疑

を行いたいと思います。 

 なお、会議規則第52条の規定によりますと、同一議題については質疑は３回と定めており

ますので、この議案審議を款で区切って行いますので、その款で区切られた中での３回と御

承知いただき、発言の均等と議会運営に御協力をお願いいたします。 

 審議は歳出から入り、歳入は歳出の済んだ後に行います。 

 それでは、歳出の第１款．議会費、53ページから第２款．総務費、80ページまでの審議に

入ります。 

 発言される場合は、予算書及び主要事業一覧表のページ番号を言ってから質疑をお願いい

たします。 

 質疑の方ありませんか。 

○１番（田川 浩君） 

 主要事業一覧表の連番２、予算書の62ページですね。ふるさと応援寄附金事業というもの、

あると思いますけれども、それで主要事業一覧表のところにふるさと応援寄附金謝礼という

ことで1,500円相当が800セットとか書いてありますが、これは幾ら寄附したらこの謝礼がも

らえるのかというのをまず聞いていいですか。どうですか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 寄附を幾らしたらどのぐらいのものをもらえるのかということでありますけれども、主要

事業一覧のほうに示してありますのは予算取りのためのものでありまして、ただいまから

ちょっと申し上げます。 
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 まず、寄附5,000円をいたしますと、お返しの品も1,500円相当になります。で、１万円以

上になりますと3,000円相当。それから、３万円以上になりますと9,000円相当。主要事業一

覧にはございませんけれども、現在のところ予定していますのは、あと５万円以上、これが

１万5,000円相当。それから、10万円以上、これが３万5,000円相当。それから、20万円以上、

これが７万円相当。それから、最後ですけれども、過去に50万円をされた方もいらっしゃい

ますので、一応50万円以上の方に対しては20万円相当のお返しをすると。寄附金額の30％か

ら40％を想定しております。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 寄附金額の30％から40％というものが謝礼、お返しの品になるということですね。 

 それで、私、ふるさと納税の問題を12月の一般質問で取り上げまして、それから３カ月ほ

どたっておりますけれども、具体的なスケジュールあたりは決まってきたでしょうか。どう

でしょうか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 今後の具体的なスケジュールといたしましては、４月に入り次第、すぐ特産品の選定に入

りたいと思います。その内容といたしましては、町内にあります各種団体、商工会、それか

らＪＡ、漁協、それから事業所ですね、たら海苔生産事業所とか、あと太良町特産品等展示

販売飲食施設たらふく館、それから太良町特産品振興施設しおまねき等、関係団体と特産品

選定協議会、これは仮称なんですけれども、を立ち上げて、その中で特産品の選定をいたし

たいと思っております。 

 で、特産品の選定が、２カ月かそのぐらい、もしくは３カ月ぐらいで選定をしまして、そ

の後に募集等に入りたいと思います。募集の方法については、ふるさと納税ポータルサイト

のあるインターネット会社を利用させていただいて、募集、それから決済、電子決済という

方法を取り入れながら、７月、あるいは８月ぐらいにはふるさと応援寄附金事業の特産品の

お返しを開始したいというふうに思っております。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 ４月から品物の選定を始めて、７月か８月ごろ開始したいと。募集といいますか、寄附す

る人の募集はネットが主になるということでございました。来年度、27年度は、多分寄附金

額の上限というのが２倍になるという話もありますので、またその手続も簡素化されるとい

う話を聞いておりますので、ふるさと納税に参入しているといいますか、我が本町のように

新しくやり始める自治体というのが、まず県内でも何個か参入してくるというのは聞いてお

ります。それで、また今、平戸市や玄海町といった先発でやっている自治体に関しましては、
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今はどういうことを考えているかというと、１回、２回寄附してもらったのはいいと。それ

で、そういった方を、いかに３回目、４回目、また２年目、３年目、４年目ですね、そうい

うところにつなげていこうかと。そういうのを先発の自治体は考えていらっしゃるというと

ころであります。本町の場合は、まずは多くの方に本町の特産品に目をとめてもらって寄附

してもらうというのが第一かと思いますけど、そういったことも視野に入れて進めてもらい

たいと思っておりますけれども、そこら辺の考え方については担当課でどうでしょうか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 先ほど議員がおっしゃるとおり、一回きりということでは太良町のＰＲとか地域産業の発

展にはつながらないものですから、やはりこの制度を始めるに当たって、何回でも寄附はし

ていただいてもいいですよということを前面にＰＲいたしまして、他町に倣って、リピー

ターといいますか、そういう感じのものをつかみたいと、そういうふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（末次利男君） 

 ほかにありませんか。 

○３番（所賀 廣君） 

 予算書の63ページを見てみますと、企画財政管理費の中の委託料ですが、ＣＡＴＶ番組制

作委託料49万9,000円というふうになっています。これは、毎年大体似たような金額が計上

されているわけですが、この中で当然議会あたりも収録されるわけですけど、こういった分

野には幾ら、こういった分野には幾らという、そういった、この49万9,000円の中に区分け

めいたものがありますか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 行政放送の件でありますけれども、その委託料の中に区分け、町からのお知らせとか、議

会のとか、そういった区分けでの委託料ということではございませんで、年間の撮影件数、

それから放送回数といったものが実績として上がってきておりますけれども、その実績に対

して幾らというわけじゃございません。そういう区分けはしておりません。 

 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 

 実はきのう、加入率の件を質問したわけですが、資料をいただきまして見てみますと、加

入率40％台というところが結構あると言ったほうがよかかなという感じはいたしますが、加

入率もさることながら、今、ケーブル回線をやめる動きというのが、受信できるところあた

りは特にそうだと思いますけど、ケーブル回線を切ってしまうという一つの現象の中に、果

たして番組がどうなんだろうかということですね、制作番組の内容。見たって全然おもしろ
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うなかもんね、これはもうケーブル入らんがましばいという意見もちらほら聞かれるわけで

すが、この辺の番組のあり方、つくり方も当然相談をしながら、49万9,000円が高いのか安

いのかはわかりませんが、もしそういった金銭的な面もあれば、ケーブル会社と相談をして、

もうちょっと充実した、みんなが楽しめるような番組制作というのも考えてみる必要がある

と思いますが、どうですか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、番組の内容等については、評判のほうがいまいちというのを多々

聞いております。昨年のことですけれども、藤津ケーブルビジョンのスタッフがこちらのほ

うに参りまして、番組の構成とか、新しい放送について二、三回検討会をいたしております。

昨年、新しくちょっと企画されたのが、健康診断についての特集というか、それを１回、受

診に来られた方へのインタビューとか、そういった形で健診の向上につなげるといったふう

な企画を１回実施されております。向こうの藤津ケーブルビジョンのほうでも、視聴率の向

上について、やはりちょっと考えはされていらっしゃると私は感じておりますけれども、こ

れ以上に番組のほうの企画とか、皆さんが見てもらえるような番組にしたいということで、

今後、向こうの藤津ケーブルビジョンのほうと協議を持ちまして、もっと視聴率の向上に努

めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 

 他の市町村はどうかわかりませんが、あるところでは、町内、あるいは行政の放映とは別

に、議会収録あたりは全然別の予算で、議会費で設けて捻出をしているというところも聞き

ました。卵が先か鶏が先かじゃありませんけど、お金があればいい番組ができるよという面

もあるとすれば、そういったところも考えて、捻出箇所が２カ所、総務費の中にあってもい

いだろうし、議会費の中にあってもいいだろうし、その辺の番組内容の制作、この充実さを

今後図っていかんと、ますますケーブル回線を中断するという現象が起きてくると思うわけ

ですね。局長にも聞きたいですが、議会あたりは全然別枠として設けるという考えに対して

はどう思われますか。済みません、じゃ、言い直します。 

 そういった区分けの仕方というのを企画商工あたりで考えてみてしていただきたいという

ふうに思いますけど、番組内容のより充実さを図るためにですね。ですから、もっと太良町

のＰＲあたりも中に入れたスポンサーあたりも探しながら、楽しい番組にすれば、加入率の

抑制につながると思いますけど、どうですか。 

○町長（岩島正昭君） 

 私のほうからお答えいたします。 

 実はこの件で、議員おっしゃるとおり、もうケーブルテレビの加入率がどんどん離れよる
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というふうな情報を聞きまして、諸岡社長、副社長を町に呼びまして、結局、ケーブルを見

よるなら、嬉野、白石が主に映りよるじゃっかと。太良はもう少ないと、番組がね。だから、

そういうふうなことをするなら、もううちは全部町民が外れるぞというふうなことで申しま

したところ、嬉野も白石も独自で、町職員か何か知らんですけれども、録画をしてケーブル

テレビに送りよるそうです。だから、うちも場合によっては池田さんあたり、そこの駅前の

池田さんがもとおいでになりよったんですけど、今、ほとんどおいでにならないから、あの

人たちに録画等々を撮っていただいて、それを送る方法もあるんじゃないかと。とにかく向

こうのスタッフが何人かしかおらんものだから、回り切らんというわけですね。だから、あ

あいうふうな、白石、嬉野はもう独自で撮って、そして向こうに送っていただいたら、それ

を放送しよるというふうな話を聞きましたからね。そういうふうなことで要望はしよったん

ですけれども、その当時からすれば、幾らか太良町の放映もありよるですけど、まだまだ他

の市町と比べれば少ないもんですから、そこら辺も議論しながら、場合によっては委託等々

で池田さんたちにお願いをして、町独自のこういうふうな、ほとんどの町内のイベント等々

録画していただいて、向こうで流すという方法しかないんじゃないかというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○２番（江口孝二君） 

 予算書の59ページのマイクロバス運行委託料、どのように運用されるのか、お尋ねします。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 マイクロバス運行委託料120万円につきましては、この３月で運転手の大財君が退職をい

たすのに伴いまして、新年度から町内の方に募集をかけて運転業務を委託するということで

ございます。 

○２番（江口孝二君） 

 運用の仕方と思いますけど、今、各クラブとかなんとかがあって、遠征する場合に旅館等

のマイクロバスを借りて行きよるですもんね。そういう場合に貸し出しというものは可能か

どうか、どうでしょうか。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 学校関係のマイクロバスの貸し出しについては、もう日帰りだけということで行っており

ます。宿泊等になるのはもう貸し出しをしていないということで、ほとんど、統計をとって

みますと、９割方ぐらいが学校関係なので、そこはもうそのまま該当させていきたいという

ふうに思います。（「３回しか言われんけん、中身ば。済みません」と呼ぶ者あり） 

○２番（江口孝二君） 
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 学校関係じゃなくて、クラブ活動というものを私は聞いています、に貸し出しができるか

どうかということです。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 社会教育関係にも、今現在、貸し出しているはずなんですが、日帰りの分ということで貸

し出しをしていると思います。 

 それで、今度、そういう町内の方に運転業務を委託するわけですけれども、その方が役場

に来てもらうのか、１週間に予定が入ったときに連絡して来てもらうかという、ちょっとそ

こら辺はまだ今詰めておりませんけれども、そういう方がいらっしゃって、その方にそうい

う社会教育、学校教育の分を運転してもらうという方向で考えております。 

○２番（江口孝二君） 

 二種免許、大型二種を持っておられる方がいらっしゃって、その方にお願いして、登録を

するべきか、せんべきかはちょっと別にして、お願いして使用が可能か。また、使用する場

合は使用料が要るのか、お尋ねします。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 もうある方を固定的に雇い上げて、例えば、１日に５時間の運転業務でその方を縛るとす

ると5,000円支払うとか、それから10時間縛ると１万円払いますとか、そういう決め方で委

託料として払っていきたいというふうに考えておりますので、いろんな方を登録しておって、

その方を使うんじゃなくて、固定的な形で使っていきたいというふうに考えています。それ

は、運転する方がもう決まってくるという、１名雇い上げるという、そんな形を考えていま

す。 

○12番（下平力人君） 

 67ページのケーブルテレビ利用料に関連しまして、質問といいましょうか、させていただ

きたいと思います。 

 ケーブルテレビを設置するときは、非常に期待を持ってやったわけですね。山間、山麓、

平たんということで、非常に便利になるんじゃないかと。ところが、なかなか利用者という

か、加入者がふえないということで、せっかくの投資も、むしろ今は若干減っている傾向に、

加入者がですね。加入率はなかなか上がってこないということでございますけれども、そこ

ら辺については、先ほど来話があっておりますが、内容もそうでしょうけれども、どういう

ふうにすればこれからもう少し加入者がふえるのかということでお尋ねをしたいと思います。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 先ほどからもちょっと申し上げておりますけれども、まず何といってもケーブルテレビを
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見ていただかなければならないということが第一だと思いますので、それにはやはり魅力あ

るテレビ番組の内容ということになりますので、先ほども申し上げましたとおり、株式会社

の藤津ケーブルビジョンと番組の内容、構成とか、新たにこういった番組をとか、そういっ

た話し合いを持って、やはり充実した内容にしていかないと加入率は上がってこないと思っ

ておりますので、今後、いろんな知恵を出して、双方知恵を出して、加入率の向上に対して

上司とも協議を持ちながら検討し、そういうふうにやっていきたいと思っております。 

○副町長（永淵孝幸君） 

 実は、このケーブルテレビの件で、太良高校で会議があったとき、鹿島の方がいらっしゃ

いました。それで、やはり太良高校のとが鹿島で流れないと。太良高校に子供が行っている、

鹿島では見られないといったことで、そこら辺を町長に、例えば、太良であっている行事を、

ケーブルテレビ会社同士で連携をとって太良の分を流してみたりとか、極端に言えば、太良

高校の文化祭、体育祭。逆に、今度は鹿島のほうが太良では見られないといったことで、鹿

島のほうのそういった行事も、高校生とかが出る場合は、太良の子供もかなりおるわけです

から、そういったところも見られるような、双方交換して、連携してできないでしょうかと

いう話がありまして、町長がすぐケーブル会社のほうに話をしていただいております。しか

し、今のところ、私が見るに、まだできていないようですので、再度、そこら辺はやっぱり

町長がお願いしているわけですから、そういった番組的な内容も、これはやっていただくよ

うに早急にお願いをしていきたいとも思っております。 

 以上です。 

○12番（下平力人君） 

 まず、今おっしゃるような内容的なことも大事でございましょうけれども、まず加入をす

るというのが第一歩であろうと私は思っておるんですよ。やはり自分のところに映らないの

は、内容がどうなっておるのかと。ただ、話を人から聞くだけで、内容がどうですもんねと

かいうのは案外多いと思います。ですから、まずどのような形で推進をするかと。結果を出

すためにどうしていけばいいのかということも真剣に取り組んでいただきたいなと。それと

同時に、偏った放映がなされているような気がするわけですね。今、先ほど町長の説明でも

ございましたけれども、これはバランスよくやっていかんと、もうよそんとばかりですもん

ねとかなってくると思います。ですから、そこは今、副町長言われるように、いろんなもの

をピックアップしながらやっていくということがいいんじゃなかろうかと思いますが、どう

でしょうか。 

○町長（岩島正昭君） 

 冒頭申しましたとおり、そういうふうな番組の制作も必要じゃないかというふうに思って

おります。 

 それともう１つは、昔、ケーブルテレビに入った場合は、ある程度のチャンネルはどこで
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も入るというふうなことで皆さんたち入られたと思うんですよ。でも、大体ケーブルに入れ

ば２万5,000円から２万7,000円ぐらい払わにゃいかんと。だから、あるＢＳか何か知らんで

すけど、ほかんとに入ればまっと安いですけん、もうケーブルはやめて、そっちのほうにか

たったというふうな方もおいでになるけんですね。だから、もっと番組は大々的に幅広くや

れば、またそういうケーブルの流れも変わってくるんじゃないかというふうに思っておりま

すから、今、固定的に決まっておるですもんね、流れるとは。だから、幅広くすれば、また

そういうふうなケーブル離れは解消されるんじゃないかというふうに思っております。それ

と、もう１つはやっぱり料金ですね。確かにそれもあるように思います。 

 以上です。 

○11番（坂口久信君） 

 主要事業のふるさと応援寄附のお礼というふうなことで、それと63ページのインターネッ

トの使用料について、２点について、まず寄附ですね。今、田川議員がいろいろ質問をされ

ておりましたけれども、執行部の中には、頭の中に、何というかな、太良町の特産品だけと

いうような考えで答弁されておりますけれども、今、そういう市場、ふるさと納税の、非常

にこう、過熱になってきておりますね、いろんな市場が。それで、特産品ばかりじゃなくて、

いろんな変わったものとか、そういう部分についても何かないかなというふうなことを考え

て、例えば、我々の宿泊券とか、そういうとも含めて、いろんなとのあれをお礼というか、

寄附のお返しにやられて、中身をもうちょっと、特産品だけに偏らずに、いろんな部分ば、

太良町全体を見てそういうものも入れていただければ幸いと思っております。それに対して

の質問と、63ページのインターネット、太良町のインターネットの四万幾らばまず聞いてか

ら次の質問にしようかね。その２点について。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 まず、１点目の特産品だけじゃなくてということでありますけれども、それに関しまして

も、先ほど申し上げました特産品選定協議会、仮称ですけれども、その中で商工会とか入ら

れて、やはり特産品だけではなくて、よその小城市とか、それから伊万里市とか嬉野市も

ちょっと調べてみましたけれども、いろんなチケットとか、そういったいろんなバラエ

ティーに富んだのがありますので、太良町におきましても、特産品だけということ、限定は

しませんで、いろんなものをお返しの品として選定していきたいと、そういうふうには思っ

ております。 

 次の予算書63ページのインターネット使用料40万1,000円ですけれども、これにつきまし

ては、ふるさと応援寄附金事業、このお返し事業の中で、ふるさと納税に関する専門のイン

ターネット会社がありますので、そこにＰＲ、太良町におきましてもお返しを始めましたよ

ということの宣伝とか、あるいはインターネット上で決済ができると。その画面上でクレ
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ジットカードを使った、もうそこで寄附を振り込むと。そういった感じの決済方法もその会

社のほうにお願いをしたらできるということでありますので、もろもろの専門サイトへの利

用料、インターネット利用料として予算を40万1,000円計上させていただいております。 

 以上です。 

○11番（坂口久信君） 

 一番最初のふるさとの品物ですね。それはもうぜひ選定委員会で幅広くしていただければ

幸いと思います。 

 今のインターネットにつきましても、私はこれは使ってなかて思うとったもんですから、

太良町のインターネットね。インターネットで太良町を、これは今回のふるさと納税の問題

に、いろんな、それに使うというようなことですけれども、太良町のインターネットを見て

みますと、非常にこう、何というか、例えば、町ＰＲの発信あたりも、ほとんど太良町のイ

ンターネットと変わらんというような、見てみますと、１カ月も変わらん、２カ月も変わら

ん、そのままの状態で太良町のＰＲがなされておると。いろんな情報等がね。そこのにきに

ついては、この時代の中で、例えば、前のとば３カ月も４カ月も流すような状況じゃ、太良

町のＰＲとか、太良町の情報の発信にはつながらないと思うわけね。例えば、１カ月一遍

なっとんその中身を見て、太良町がどのように変わっているのか、またいろんな情報発信も

あろうかと思いますけれども、その辺について早目早目に太良町をＰＲするようなインター

ネットというか、その取り組み。そういう人材がおるのか、おらんのか。私は結構、太良町

の職員の中にそういう部分がおるて思うとっとばってんが、それがなかなかなされていない

というようなことですので、ぜひそういうたけた人を、例えば、町長おられますけれども、

そういう人の配置ね。配置もよかし、例えば、ほかの部署から引っ張ってもよかじゃなかで

すか。そのときだけでも、１カ月一遍とかね。そして、インターネットの充実をして、そし

て町外に太良町のＰＲをするというような考えはまずないのかどうか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 ただいまの件につきまして、恐らくインターネットと、うちでいうホームページのことを

言われていると思いますけれども、今年度において、ホームページのほうもリニューアルを

今現在しているところであります。もうずっと前のままでやっていたものですから、今回、

最新のホームページの作成に当たっております。現在、今までもですけど、ホームページの

内容の更新につきましては、各担当課のほうが担当者を決めて記事の更新とかは随時やって

もらっております。新しく更新を今やっておりますけれども、今後も、やはり各担当課のほ

うにおいて、いろんな記事の作成、新しくこういうのがありますよとかのお知らせ等につき

ましても、各担当のほうでするように予定しておりますけれども、今、更新をしています新

ホームページにつきましては、業者のほうから研修等の予定もしております。かなり使いや
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すくなっておりますけれども、その操作とかの研修もしっかりやってもらうようになってお

りますので、今後、うちのホームページにつきましても、より充実した内容にしていきたい

と思っております。 

 以上です。 

○11番（坂口久信君） 

 先ほどは失礼しました。ホームページとインターネット。ホームページをインターネット

で流すわけですけれども、そういう非常におくれている、今回は新しくなるという、新しく

なすとは結構。もう新しくなしてもろうて、そしてその新しくなした中で、１カ月に一回、

２カ月に一回でもよかけん、やっぱり目を通して、ほかの人たちから太良町のホームページ

はいっちょんほとんど変わっとらんじゃなかね、何カ月したっちゃあんまり変わらんと、

ごっとい言われよるよ。それは、あなたたちがどがんしよるか知らんばってん、私もあんま

りそがんとはたけとらんけんが、人から言われるぎと、やっぱり進んどらんとかなと思う

じゃなかね。それが我々田舎の端におるとの命ですから、そこで発信して、いろんな太良町

のいいところ、悪いところは別として、そがんとを発信して、太良町に目を向けてもらう。

ここが命じゃなかね。そいけん、そこはぜひたけて、何というかな、町長、ここだけは本当

に目を通して、一番太良町の大事なところでもあるわけやけんが、幾らかある中のね。そい

けん、そこんにきは充実させるようにしてくださいよ。これは、担当課よりか、町長がどが

ん答弁されるか聞いてみたいと思います。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 

 その件につきましては、私も二回か三回、こういうふうなホームページの中で町長の挨拶

欄があるんですよ。１期４年間、何も変わらんやっかいと、大阪の方から。だから、担当課

にもう、１期目んとはそんままやっかと、２期目のときの話やったですけどね。そいけん、

もう変えんかというふうなことで、やっぱりるる、もう１カ月、太良町の催しがあるならあ

るで、ずっと月別にサイクルでもいいから、そういうふうな更新をさせなさいということで、

もう現に毎熊係長に指示をしたところですよ。これは一昨年の話です。だから、おたくが

おっしゃるとおりに、もうどんどん新しいホームページを組んで全国へ発信。やっぱり町内

出身の方、北海道なり、あちこちおいでになるんですけど、全部見よらすごたっですもんね。

だから、太良町の話題等々は、ホームページでどんどん新しいものを作成するのが本当だと

思います。太良の宣伝にもなりますから。それで、ぜひとも新年度からそういうふうにやら

せたいと思います。やらせたいというか、やります。 

○11番（坂口久信君） 

 ぜひそこの部署に、やはりそういうたけた、私がいつも言いよったように、人材とかなん

とかも言いよるですけれども、そういうたけた人とかいっぱいおられると思うとですね。そ
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ういう人材は、やっぱり町長あたりもよく人材を見て、ここといったところはそれなりの人

を、例えば、インターネット、ホームページにたけた人をやっぱり配置すべきじゃなかかな

と思うわけですよね。それはもう、課をぐるぐる回すとも必要です。そいけん、その人は、

何年でんかん年でん置けとは言わんですけれども、ある程度そういうたけた人が１年ばかり

して、ああ、これはようできよるなと言えば後継者もできてくるわけですから、その辺は

やっぱりぴしゃっと、ぜひそういう部署、部署には人材的な人を、それにたけた人を配置転

換していただければと思います。もう答弁は要りません。 

○７番（牟田則雄君） 

 62ページの総務管理費の中のマイナンバー導入支援業務委託料というのが110万円ちょっ

と上がっているんですが、このマイナンバーの事業を、どういうのか、大方自分のあれでわ

かるんですが、具体的にどういう事業なのか。それと、マイナンバーの導入はいつまでぐら

いに終わらなければならないのか、ちょっとその２点お尋ねいたします。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 まず、マイナンバー制度のいつまでに導入という件につきましてですけれども、現在、国

のほうにおいて想定されているスケジュールを申し上げますけれども、27年、本年の10月に

各個人のマイナンバー、個人番号が割り当てられます。10月から12月までに、各個人におい

て自分の個人番号、１つの個人番号が割り当てがなります。その後、28年１月から個人番号

の利用開始と。これは、すぐ何でもかんでもというわけじゃなくて、少しずつ国のほうから

のシステムの利用ということになります。１月から個人番号カードの発行も始まります。自

分の情報が入った、今でいう住基カードですかね、それに当たるようなマイナンバーのカー

ド、それも交付が始まります。で、地方公共団体、町におきましてのスケジュールですけれ

ども、ただいま個人情報保護条例関係の改正等、それから各担当業務の個人番号が入ったら

どうなるかという業務の見直しを現在やっております。あと、住民への番号制度に関する周

知、報告も、徐々に来年度に入りましたら、町民の皆様にマイナンバー制度とはどういうも

のかというのを周知、広報をいたす予定であります。 

 あとマイナンバー制度、マイナンバーを使うということは、個人にとって、例えば、役所

のほうに行って個人番号を提示すれば、あといろんな、例えば、所得証明とかいった証明書

添付を今までしなければならなかったものが、それが省けるという利点がありますので、そ

ういった個人のあれが省けるというようなことが予定されておりますので、そういうふうに

なるのは、もう28年１月以降、ちょっと時期は先のほうになりますけれども、そういった感

じの制度であります。 

 以上です。 

○議長（末次利男君） 
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 係長、聞かれた分だけ答えてくださいね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 先ほど牟田議員おっしゃったマイナンバー導入支援業務委託料につきましては、これは毎

熊係長が今申し上げましたけれども、さまざまな形が変わってきますので、条例、規則等も

変える部分がかなり出てきますので、その条例等の改正に係る委託料ということでございま

す。 

○７番（牟田則雄君） 

 係長は、ここに出るとはふなれであるとやろうかわからんばってん、マイナンバー制度と

は、個人情報が、今言ったように、それ１つで全部あれができるという、そういう段階に、

どれにどういう利用をしますと、そういう質問をしよるわけじゃなかとですよ。大体何でマ

イナンバーを使うのかという、その１点と、そして国よりいつまでにしなさいという期限が、

これがあるのかないのか。あるとすればいつまでかというとを聞いとるだけで、ほかのこと

は一切聞いとらんけん、それだけ答えてくれれば、もっと時間も短縮できてよかことやけん、

ちょっとそれをもう一回簡単にしてみて。あとはもういつまでたい。わからんないばわから

ん、わかればわかるで。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 マイナンバー制度の導入ということで、先ほど申しました、今、システムの改修等やって

おりますので、スタートは今年の10月に付番が始まりますので、そこまでに整備をするとい

うことで、随時、段階的に権限が決まっております。まず一番先に来るのは、ことし10月の

個人番号の付番と、そこまでです。 

 以上です。（「期限はあるのかないのか。わからんぎわからんでよかとばい」と呼ぶ者あ

り） 

 申しわけございません。お答えいたします。 

 期限といいますと、各項目によって期限がありますので、細かいところにおいては、もう

国の個人番号利用スタートは28年１月となっております。 

 以上です。 

○７番（牟田則雄君） 

 そしたら、63ページのこれに入ろうと思うんですが、公会計システム保守委託料。今、先

ほども何かインターネットで支払い、ふるさとのあれは支払いとかいうようなことを答弁さ

れていたんですが、今のところ、テレビなんかを見てみますと、ネットバンキングで、もう

むちゃくちゃやられよるですね。佐賀銀行もやられとったですね。日本全国、百何カ所の銀

行がそれでやられているわけですよ、インターネットの支払いで。そいけん、そこら辺につ
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いてのセキュリティーあたりは、もしそれで行かれるということなら、どう考えて、それを

防御するのはどういうふうに考えておられるか、ちょっとそこのところをお尋ねします。ま

だ考えておらんぎ考えておらんでよかとばい。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答えいたします。 

 ネットバンキング等に関しましては、ちょっとただいまのところ検討はいたしておりませ

ん。 

 以上です。 

○10番（久保繁幸君） 

 59ページの委託料、人事評価制度構築・導入支援業務委託料と、62ページの、また行政不

服審査法関連３法関係例規整備支援業務委託料が組まれておりますが、これはどのような支

援委託事業なのか、お尋ねいたします。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 まず、人事評価制度構築・導入支援業務委託料ということでございますが、これは国のほ

うが平成28年度から本格的に人事評価制度をしてもらいたいという、今、意向を持っており

ますので、27年度中に人事評価制度の導入をどのようにやっていくかということで、それを

専門業者のほうに委託すると。役場での内部での会議とか、さまざまなことが出てきますの

で、そういうことのちょっと指導を受けながらしていきたいということでございますが、こ

れが結局、最終的には職員を評価するわけですので、それが現在まで行われていなかったわ

けですが、それを新たに導入するということになりますと、さまざまな人事の評価の公平性

とか、そういうものが果たしてどうやって保っていくのかとか、そういう議論をしながら、

上司から部下の評価、あるいは部下から上司の評価とか、どういうことをやっていけば一番

公平なものができるかということをこの１年で検討しながら、最終的にこういうふうにやっ

ていこうということを決めていくための委託料ということになります。 

 それからもう１つは……（「62ページの行政不服」と呼ぶ者あり）62ページですね。行政

不服審査法関連３法関係例規整備支援業務委託料というのは、行政不服審査法が今回また改

正をされておりますので、来年度において、その関連の条例を、例規集を改正するために、

委託を業者のほうに、どれがどう変わっていくかということを教えていただいて、こちらの

ほうが条例改正をやっていくという内容でございます。 

○10番（久保繁幸君） 

 まず、人事評価のほうに行きますが、人事評価を業者に委託すると。そういうふうに言わ

れたですよね。人事評価をするのは、私は庁舎の上司が行うものだと思っております。それ

で、業者のほうに委託して、いつ、どのようにして職員の評価をするのかというのは、なか
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なか業者ではわからないと思います。私、何で人事評価の分をこうやって尋ねるかといいま

すと、今、商工会のほうでも数年前から人事評価をやっております。それを会長、副会長で

評価するんですが、業者にお願いされ、専門業者に委託されて、会議等々を見ていただいて、

公平か何かというようなお答えをいただいたんですが、それは審査等々もやっぱり上司のほ

うがやるのが本当ではなかろうかというふうに考えております。業者では、それは委託料で

すから、業者のほうに渡されると思うんですが、その辺はどこでもそういうふうな方法で

やっているならばその方法でやらにゃいかんでしょうが、人事評価というのは、上司がほか

の職員のほうを評価して、審査して、そしてあらわすのが私は人事評価じゃなかろうかと思

うんですが、その辺はいかがでしょうかね。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。ちょっと言葉足らずで済みません。 

 人事の評価についてはもちろん上司がやるんですけれども、どうやって評価システムを導

入していくかというのを、アドバイスを業者に受けていくということを申し上げたつもりで

おったんですけど、実際、だから、こういう場合はほかのところはこういうことをやってい

ますよとか、そういういろんなアドバイスを受けながら、一番公平にできる人事評価という

ものを目指して、その部分の、何というんですか、導入するに当たっての導入の仕方を業者

のほうにお願いするということを申し上げたつもりでおりました。済みません。だから、実

際に評価するのは、もちろん最終的には町長であって、それがいかに平等に公平にされるか

ということのノウハウ等をお聞きしながらやっていくということでございます。 

○10番（久保繁幸君） 

 そのような方法であればもっともだと思います。そのほうが人事評価と思いますので。 

 それと、行政不服審査というのが、これも新たな事業と思うんですが、うちの本町でこの

ような不服申し立て等々が現在まであったことがあるのかですね。そのようなときにはどの

ような対処をされたのかですよ。これもまた支援事業ですから、もしかしたらその方法を勉

強される支援事業か何かわかりませんが、その辺はどのように。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 再度申し上げますけれども、行政不服審査法関連３法の関係例規ということで、法律が改

正されたので、うちの多数の条例の中に、どこがその字句を訂正せんばいかんとか、内容を

こういうふうに変えんといかんということを、うちが条例改正をするために業者の支援を仰

ぐということですので、うちが条例等を改正するに当たって、こことこことここが変えんと

いかんですよというようなことを業者に教えていただくというのが中身でございます。で、

いわゆるそれが、業者に委託して、こことここを変えてくださいということになりますので、

それが１番目の答えです。 
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 で、先ほどそういう、実際に行政不服審査法にのっとって、うちのほうに不服を申し立て

てこられたことがあるかと申しますと、これはまだ一度も私は経験をしたことがございませ

ん。別にうまくいっているから出てきていないとは思いませんが、そういう、この制度に

のっとって出てきたということはございません。 

○10番（久保繁幸君） 

 今まで出てこなかったことはよかったと思うんですが、１つ、ほかの視点から考えまして、

監査の方法なんですが、今、県内でも、今まではあんまり出てきたことなかったんですよ。

私、前回、監査させていただいたところで考えますと。監査のほうで申し立てが、あちこち

で県内、最近出てきております。その辺も、監査の方、きょうおいでではありませんが、代

表監査委員たちには、そういう面の監査の部分で不服申し立て云々が来ました場合は、大体

２カ月間で答申をしなきゃいかんようになっておりますので、その辺も、私も勉強していま

せんが、そういうものも勉強されるように御連絡をされたほうがいいかと思います。 

 以上です。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 そういう監査等にも関係することがございましたら、そちらのほうにもきちんと連絡をい

たしたいと思います。 

○議長（末次利男君） 

 質疑の途中ですが、暫時休憩します。 

午前10時32分 休憩 

午前10時45分 再開 

○議長（末次利男君） 

 定足数に達しておりますので、議会は成立いたします。 

 休憩を閉じ、直ちに会議を開きます。 

 質疑の方ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（末次利男君） 

 質疑がないので、次の３款．民生費81ページから４款．衛生費104ページまでの質疑に入

ります。 

 質疑の方ありませんか。 

○７番（牟田則雄君） 

 83ページのこれは何になるかな。負担金及び補助金のところの結婚祝金についてですが、

主要一覧表の１ページの一番下のほうですね、右下。ここで20万円の25組、それと加算とし

て町内で披露宴を行った場合は、さらに20万円の上乗せて、これは結構な予算を組んでいた
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だいていますが、この600万円という数字はこれからいきますと、例えば極端に言って25件

全部町内でやっていただいたときにはさらに400万円になるわけですね。600万円が上限なの

か、今みたいに頑張って町内でやってもらえば、それには上乗せでもしますよというのか、

ちょっとそこら辺をお尋ねします。 

○町長（岩島正昭君） 

 牟田議員の質問にお答えしますけれども、これはあくまで想定でありまして、実績によっ

てまた補正で議員さんたちにお願いをしたいというふうに思っております。 

○７番（牟田則雄君） 

 そしたら、これについてもう１つ。これは実際やるとすれば難しいと思うんですが、私も

もう適齢期を過ぎたような子供を持っているんですが、世話してくれる人がおったら、親子

ではなかなかちょっと、親父んごとなっとないばとらんがまして言われれば、それで終わり

ですので、そこにもし世話してちゃんと成立したら、世話した人にも１回10万円ぐらいのあ

れをするかというような、何か自分も進んで世話しゅうかというような気持ちに町民の方が

なられるようなこともできないかなと、これを見ながら思ったんですが、町長、考え方とし

てどうですか。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 

 この件については、私もるる、全国ではナインティナインの婚活をやって、ああいうふう

な大イベント的な婚活はもう私はだめと思うんですよ。だから、極力、今、社協等を通じて

シルバーの方にお願いしよりますけれども、そういうふうな仲人の経験のある人が幾らか見

合い等をやって、もしカップルになられたらば、１組幾らの報奨金を考えてもいいんじゃな

いかというふうに思っております。もし結婚にゴールインした場合はですね。そういうよう

なことで、新たにそういうような計画を進めていきたいなというふうに思っておるところで

ございます。 

○７番（牟田則雄君） 

 それに当たっても、去年、さきの議会のときやったか、大体結婚できる年齢の人が太良町

でも男が600人、女の方が400人もおられるという、ちょっと組にしては全部できたら400組

ですもんね。そいけん、それだけの人がおってなら、我々時分はもう周りからせっつかれて、

我が取らんぎにゃ、この人ないとんもらわんかというたごとして、おんちゃん、おばちゃん

たちから、あがんとばされて、はいと言ってしよったんですが、今はそれがもう全くなく

なって。やっぱり太良におって何がマイナスというとおかしかばってん、結婚をしたくない

とか、できないというのが、何が不服とは言わんですがね、何が前提で結婚をする気になら

ないのか。 

 そういうのをしない人たちを何人か集めて座談会みたいなのをやって、結婚の方向に、そ
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んならこういうあがんとじゃけん、そりゃ心配せんでよかばいと、誰かアドバイザーみたい

にしてやるようなことをちょっともう具体的にそういうあがんとの前のほうに出ていかんぎ

にゃ、これはずっとふえていくとかなという気がするもんで、今の自分のうちの家庭で考え

ても、やっぱり我がうちにおるほうが一番楽なんですよ、親のところに。男は特に。そした

ら、それがずっと助長されていたて、ますます結婚せん人間がふえてくるとじゃなかかとい

う心配があるもんですから。なし、せんとかというのを何か聞いて、そこら辺を町としても

取り除いて、なるだけ結婚しやすい環境づくりというのも考える必要があるとじゃなかかと

思うとですが、どうですか、町長。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えいたします。 

 今も議員おっしゃるとおりに、男で600人台、女の方が400人台、両方で1,000人超すわけ

ですね。だからまず、町内の皆さんたちのカップルを何とかせにゃいかんということで、今、

２回、男塾というのをやって、男塾ですけれども、女の方も既婚者ですけれどもメンバーに

入っていますけれども、そういうふうな方たちはいろんな会合で、今度はイベント、あるい

は会議等々を計画していただいて、そして何とかカップルになるようなシステムを持って

いったらどうだということで、今は２回、今後も二、三回またやってもらいますけれども、

そういうようなことで、まず地元で登録といいますか、ちょっとおどんも嫁さんもらいたか

という人は手を挙げていただいて、公じゃなくして、内輪で集めていただいて、そういうよ

うな会合等々で何回かやって、それでゴールインできれば、本当の世話好きさんというぎ失

礼ですけれども、仲人経験者にお願いをしたいと。両親のほうにも相談に行ったり何かして、

そういうような方向で持っていかんことには、もう婚活パーティー云々はこっちには再三合

わんなというふうに思っております。 

 以上です。 

○６番（平古場公子君） 

 連番14、予算書の92ページ町民福祉課、児童福祉総務費の放課後児童健全育成事業のこと

でお尋ねいたします。 

 対象者がことしから、１年から６年までになりましたけど、165人。去年としたら何名ふ

えていますか。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えします。 

 新年度の27年４月からの申し込みを２月までということで募集しておりましたが、今現在、

３月１日現在で、多良地区がＡ、Ｂ、２クラス合わせて94名、今年度に比較して19名のプラ

スと、大浦クラブが54名、26年、今年度と比較して９名の増となっております。今現在の状

況です。 
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 以上です。 

○６番（平古場公子君） 

 それに応じて指導者の方も何人かふえておられるんですかね。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えします。 

 予算要求では８名計上をしておりまして、現在７名ということですが、今現在、鋭意募集

を行っておりまして、応募があれば、ぜひ働いていただきたいという想定で今現在進めてお

ります。 

 以上です。 

○６番（平古場公子君） 

 大浦の場合ですけど、４年生から６年生までの児童がふえたということで、こっちの校舎

のほうをしてもらって、今済んだところですけど、それは今回申し込まれた方たちが、

ちょっと言うぎ、高学年の方が入られるということだろうと思うんですね。今までこっちの

ほうにおった子供、小さい子供たち、そこの畳がちょっとぼろぼろというか、畳のくずが靴

下にくっついてくるんですよ。そして、これはどこから持ってきたか知らんですけど、畳が

え、表がえしても、もう土台がかなりそぜていると私は感じました。 

 それと、テーブルも、テーブルという名前はいいんですけど、私たちが小さいころ、飯台

と言いよった御飯を食べていた飯台ですね。あれを持ってきて、もう上がさけたごとなって

おるですもんね。 

 それで、頼りは田中係長に託されているんですけど、しょっちゅう聞かされていると思い

ますけど、これはもう本当に現場で働く先生、例えば給食センターにせよ、学校にせよ、現

場で働く先生たちの声が一番尊重されるべきだと思うんですよ。子供たちにけががないよう

に、病気をしないようにと常に配慮をされておりますので、ぜひこれは毎月、おやつ込みの

1,000円ですから、父兄さんの方にも協力を願ってでも私はいいと思います。 

 ですから、ぜひテーブルと畳、これを何とかお願いしたいんですけど、いかがでしょうか。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えいたします。 

 26年度で行っております、拡張工事といいますか、その分につきましては、国庫補助事業

をもらってやっている関係で、メニューが決まっておりますが、御指摘の今ある畳とかテー

ブルにつきましては、一応詳しく現状を確認いたしまして、上司と相談をしながら、当然危

険があれば更新すべきはすべきという方針でやりたいと思いますので、そのようにいきたい

と思います。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 
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 主要事業一覧表の１ページ、連番６、牟田議員と同じく結婚祝金のところですけれど、加

算のところについてお聞きをします。 

 町内で披露宴を行った場合、加算するということですけれど、これは先般の平古場議員の

一般質問で出とりましたけど、これを加算される要件、何人ぐらいでどういったものを添付

すればという話が出ていましたけれど、その件と、これをやられるのは結婚促進される目的

でこの加算をやられるのか、それとも地域活性化においてやられるのか、どっちか。この２

点をお聞きいたします。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えいたします。 

 平古場議員の一般質問の答弁の中でも課長が申しておりました50人以上の確認ということ

ですが、とりあえず申請書に添付していただく案内状、それと領収証、できれば座席表まで

ということで、それをつけていただいて申請という形に受けたいと思っております。 

 それと、目的の件ですけれども、基本、今回の制度については子育てメーンで事業を策定

ということですが、地元の経済といいますか、活性化といいますか、それは副産物というよ

うな、あくまでも次代を担う世代に対して結婚を祝福しということで目的を定めております

ので、地元の活性化につながる目的は副産物という捉え方にしております。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 まず、50人以上の確認をすると。案内状とか領収書、また座席表を添付してもらうという

ことでした。それで、この披露宴の線引きなんですけれど、いろいろ考えたんですけど、非

常にこれは難しいと思うんですよね。例えば、まず50人という人数なんですけれど、じゃ、

45人だったら披露宴じゃないのかと、30人とか20人やったら披露宴じゃないのかというとこ

ろから、僕はちょっと難しいなと思っているんですよ。 

 それと、まだいろいろ問題があるんですよ。例えば佐賀でメーンに挙げて、こっちでまた

挙げられる方ですとか、いろんなところで挙げられる方いらっしゃいますよね。それで、例

えば業者じゃなくて、例えば50名以上でも自宅の庭とかで100人ぐらい呼んで、自分たちで

手づくりで披露宴をやったと、そういうのはどうなるのかとかですね。いろいろ考えたら、

この線引きが物すごく難しくて、また、例えば、本当は町内で挙げたいんだけど、配偶者が

ちょっと遠方であったり、また町内にある結婚式場のキャパシティが足りなかったり、そう

いうやむを得ない理由で町外で挙げられる方というのもいらっしゃるかもしれませんよね。

そういう方にとっては、かえって、どうしてなんだろうみたいな不満といいますか、そうい

うのもあるんじゃないかという危惧もするわけであります。 

 それで、活性化が副産物とおっしゃいましたけれど、やっぱりこれはどう見ても太良町の

場合、本町の場合というのは、結婚式場が本当に限られてくると思うんですよね。一般質問
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では、旅館さんとかも対象に入るということでしたけれど、どう考えてもやっぱり町民の意

思からすると、ある特定の業者さんだけしか頭の中に浮かばないと思うんですよね。そうい

うことを考えますと、非常にこれは線引きが難しいと私は思って、でも方向性的には、本当

にいいことだと思っております。 

 それで、ちょっとこれは提案なんですけど、私の案なんですけれど、まず、そういった人

数とか関係なく、結婚したカップル１組に、結婚式に使ってもいいし、披露宴に使ってもい

いし、また２人が結婚生活を始める、例えば冷蔵庫ですとかそういった生活用品、家具です

とか、そういったものを町内の業者さんから買えば幾ら幾ら、20万円なら20万円渡しましょ

うというふうにしたら、私は非常に皆様納得できるし、線引きもやりやすいんじゃないかな

という、そういうことを考えました。 

 やり方としては、今言われたように、申請書をつくって領収書なり、また写真とかつけて

もらって、申請をしてもらって、そのうちの10万円、20万円を補助するというふうにしたら、

大分すっきりするなと、私としては思いましたけど、そこら辺の線引きに関して、本当にこ

れで大丈夫なのか、また私の案を含めて、ちょっと一考してもらう余地はないのか、その辺

はいかがでしょうか。 

○町長（岩島正昭君） 

 議員の御指摘はごもっともでございますけれども、その前段として祝金で20万円やります

よと、だからそこら付近の20万円の範囲内で冷蔵庫なり何なり買っていただくというのが趣

旨でございます。 

 もう１つは、確かに若い夫婦を呼んで佐賀でやって、披露宴の形は町内でやるという人も

おいでになりますからね。町内は町内で利用していただくと、それは対象にしたいというふ

うに思っております。 

 それと、あとはそうですね、50人の人数のあれはなかなか難しいと思うんですけど、例え

ば50人以上、例えば48人ならどうなのかとか、40人ならどうなのかと、だから、そこら辺は

もう、そうですね、町長が認める場合はという、そこんたいの運用の幅をきかせて、あくま

で目安は50人というふうな解釈で、例えば40人、48人でもだめという、そういうことは余り

限定はできないもんですから、そこら辺は運用でやっていきたいと思っています。 

○１番（田川 浩君） 

 私も50人と、やっぱり人数がちょっと気になって、例えば少なければ少ないほど、ほんと

うは披露宴を挙げたかったんだけど、本当に経済的に苦しくてやれなかったという人も、例

えば20人、30人でも20万円もあったらできるじゃないですか、そういったところを今、町長

おっしゃられたように、運用のほうでちょっと弾力性を持たせてやってもらえればと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○11番（坂口久信君） 
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 今の町民福祉課の結婚祝金というようなことで、いろいろ田川議員初め質問しております

けれども、この内容については、今いろいろ多分あると思いますので、ぜひ町長これ、通す

のは通して、そしてもう１回、この内容の打ち合わせはいろんな意見が多分出ると思います。

例えば、今さっきも言われたように、自分たちだけで結婚して籍を入れればいいのかとか、

祝いはそこんにきで細々したとがいいのかと。今、さっき町長も、幅広く町長が認める場合

はとつけられましたけれども、ここには50人と書いてあるわけね。そこんにきのやっぱり、

それこそ、何というかな、あんまり言葉ば言うぎんた非常に失礼になったりなしたりする部

分もあるけんですよ。したくてもできんと、両方で籍なっとん入れて結婚しようかというと

ころもあるし、ばあっと派手にする人もおろうし、その辺は一遍、話し合いを通した後に、

再度議会との打ち合わせをして、すっきりさせたほうが私はよかと思うとですけれども、ぜ

ひそういう場をつくっていただいて、お互いが納得するような状況で運用をしていただけれ

ばよかと思いますけれども、町長どう考えますか。 

○町長（岩島正昭君） 

 これはもう議員の中でもるるいろんな意見があると思いますからね、それはそれでまた細

部については煮詰めにゃいかんと思います。 

 それから、もう１点、おたくたちから言われる前に言いますけれども、結局、出産祝金に

ついても４月１日以降だから、例えば４月８日が予定日だったですよと、しかし３月何日

じゃいで、もう早産で出たと、出たて、生まれたと、そういう場合はどうするかと、いろい

ろあるとですよ。だから、医者の産婦人科の先生の証明が、予定日が４月何日ならばもうや

らにゃいかんだろうと私は思うとるとですけれども、その点はもろもろありますからね、細

部については一応そういうことで提案している中で、今度、実施に入る段階でまた皆さんと

打ち合わせをしたいというふうに思っています。 

 また、もろもろのこの件については、一応議会が終われば、議員皆さんたちにもいろいろ、

ぎゃんとはどがんなるとかというような御質問はあると思いますからね、そこら辺は意思統

一をしていきたいというふうに思っております。 

○11番（坂口久信君） 

 意思統一をしてもらうということですので、今さっきの結婚祝金もしかり、出産金もしか

り、ある部分についてはぜひお互い全協あたりもしながら、ぜひ、それだけはして、そして

すかっとした気持ちでやっていただきますようお願いしておきます。答弁要りません。 

○８番（川下武則君） 

 さっきも町長が言うてくれた結婚祝金にしろ出産祝金にしろ、予算も820万円という予算

をつけてあるとばってんですよ、もちろん若い人たちが定住しやすい、いい環境ということ

で、非常にいい予算をずっとつけてあるとばってん、その前に、私もずっと予算書を見よっ

たとばってんが、一昨年ですか、３年ほど前にお見合い大作戦みたいなやつをしたんですけ
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ど、そういうふうなイベントの予算のつけ加えとか、正直な話、今結婚をしない人たち、私

もいろんな人とお話をするとばってん、私とか坂口先輩みたいに積極的に女性と話ができる

人はもうほとんど結婚しとんしゃっです。さっきもそういうのを感じたところです。 

 今結婚しとんしゃれん人たちは、どうしても引っ込み思案で、自分の思いを伝え切れない、

そういう人がほとんどといいますか、前回の議会のときも、私も前の企画の課長にもお願い

をしたとばってんが、そういうイベントは予定していませんかと言ったら、していませんと

いうことやったんですね。ぜひ、今回、できれば予算書には載っていないんですけど、そう

いうイベント等を今から先、いっぱい開催したりとか、まずそういう部分をつくっていただ

かないと、正直な話、結婚祝金を50人前、60人前する前に、定住倍増論じゃないですけど、

定住をふやすためにはどうしても、まずは結婚をしてもらうことが先決じゃなかかなと思う

んですけど、そこら辺、係長はどういうふうに考えていますか。 

○企画商工課企画情報係長（毎熊賢治君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほど、町長のほうからも申し上げましたとおり、イベントの開催についてはちょっと今

のところ考えておりません。真に有効なイベント等が考えられましたら、上司と協議をして

検討したいとは思っております。 

 以上です。 

○８番（川下武則君） 

 今、あなたが答弁したとおり、そのとおりに前の課長も今休んでいますけど、答弁されま

した。というのが、上司と相談してじゃなくて、やっぱりこれは皆さん一人一人が、私も含

めてばってんが、そこら辺はしっかりとそういう企画を持ってやっていかんと、幾らいい結

婚祝金だ、誕生祝金だと、そういうのをセットしとっても、まずもとがどうしてもふえてい

かないと、結婚する人がふえていかないと、そういうふうにうまいところ立ち回っていかな

いんじゃないかと思うんですけど、そしたら、町長、再度答弁よろしくお願いします。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 

 先ほどから申し上げますとおり、大々的なイベントはもう外すと。小ぢんまりとした会合

等々でなるべく対で話してもらうような、例えば10人規模とか15人規模、そういうような小

グループの会合の婚活というぎ婚活になるんでしょうけれども、そういうふうなほうの計画

をしたいというふうに思っております。 

 議員おっしゃるとおり、まず子育て、出産、あるいは結婚祝金等々は、まず結婚せんこと

にはできんもんだから、それは議員おっしゃるとおり、それは基本ですからね。まず結婚す

ること、同じですから、そこら付近についてはまだ予算等々は組んでいませんけれども、男

塾等々でことしもまた何回かやってもらうんですけど、ある程度そういうふうな方向づけが



- 162 - 

できれば、また補正等々で議員さんたちに予算にお願いしたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○３番（所賀 廣君） 

 主要事業一覧表の３ページの連番18、児童措置費のことでお尋ねをしたいと思いますが、

説明欄にいふく保育園、多良保育園、松涛保育園ほか、町外保育園とありますが、いふく、

多良、松涛保育園、それぞれ定員もあろうかと思いますが、入園手続あたりが完了したのか

どうなのかはわかりませんが、今、入園希望者、申込者数はそれぞれその園の定員も含めて

どういった状況になっておりますか。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えいたします。 

 27年度については新しい制度が始まりますので、認定という形で書類の提出を待っている

方がちょっとたくさんいまして、確定はしておりませんが、今のところ申し込み、全３園合

わせて240名ほどになっております。今現在の状況です。 

 以上です。（「ちょっと待って、定員とそれぞれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（末次利男君） 

 わかる範囲で。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えします。 

 まず、定員ですけれども、いふく保育園が60、多良保育園120、松涛保育園が90となって

おりますが、これについての申し込み状況は、済みません。園ごとにまとめ上げておりませ

んで、トータル的に、今のところ240ということでございます。 

 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 

 それぞれのところに約２億1,700万円の本年度予算、うち財源のその他の項ですが、保護

者負担金として4,600万円程度上がっております。今度、３月で工事が完了して４月から始

められます大浦の認定こども園、ここは保護者負担金の徴収というのはどういったことでや

られるんですか。保育園については恐らく保護者さんが役場のほうに納められると思います

が、大浦の認定こども園についての保護者負担金はどういった形になっているんですか。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えします。 

 国の制度で決められておりますとおり、園と保護者の直接契約ということになってござい

まして、保護者負担金については認定こども園のほうが徴収されるということでございます。 

 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 
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 今まで保育園とか幼稚園あたりは、その所管するところが違っていて、厚生労働省であっ

たり文部科学省であったりしたわけですが、今も国の方針というのは、その所管するところ

は変わらないわけですか。 

○町民福祉課福祉係長（田中照海君） 

 お答えします。 

 制度の給付制度というのは変わりますけれども、私立保育園については従来どおり委託費

ということで、太良町の場合でいいますと何ら変更がないということでございます。 

 以上です。 

○10番（久保繁幸君） 

 101ページのまず火葬場指定管理料、13の委託料なんですが、23年４月１日からオープン

なんですが、これは毎年金額が上っている理由。昨年度からすると160万円のアップなんで

すが、その辺のあたりから御説明をアップの理由と、それとこれもリサイクルセンターも一

緒なんですが、次の103ページのごみ収集運搬処分委託料、これも大分金額がだんだん毎年

上がっておりますが、その辺の理由をお伺いいたします。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 まず、平成27年度の火葬場指定管理委託料の増の理由について申し上げます。 

 23年度から供用開始をいたしまして、その建設当時に、使用頻度にもよりましょうが、火

葬炉内で使う消耗品等について、ある程度余裕を持った在庫を持っておりました。具体的に

申しますと、台の上にひつぎを乗せる際に、足場みたいにしてつくるロストルというものが

ございます。それとか、その下に敷く霊砂というものがございます。それらについて、その

在庫が26年度において底を見ましたので、今回、新たに、金額にいたしますとロストルが炉

が２台で４個ずつで８個の22万4,000円、それから霊砂については３万2,000円程度、これを

見込んでいるところでございます。 

 それから、非常用発電機、自家用発電機がございますが、これのバッテリーの交換期間が

既に参りました。これが５年で交換ということになっております。それで、発電機内に４つ

のバッテリーがございますので、合計して41万円。それから、今の世の中の動きに合わせて、

若干の賃金のアップも行わせていただく予定にしております。合計160万円程度のアップと

いうことになります。 

 年々上がってきたというのは、実際の稼働をしてみての実際の経費に合わせて少しずつ

アップしてきた。去年は委託料の関係で百数十万円上がったということもございましたけれ

ども。 

 それから、ごみ収集委託料も御質問いただいたと思いますが、これにつきましては伊万里

のごみ処理施設に平成28年１月から移転いたします。それで、その前の試験期間ということ
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で、平成27年度の９月から試運転をいたします。それらに伴いまして、今までの太良クリー

ンセンターの人員配置なり、車の設備というものが、武雄に運搬することにおいての仕組み

の中でできておったんです。それが伊万里まで片道約8.2キロぐらいふえて、往復で30分以

上時間をロスすることになります。それによって、伊万里に移るということが予定されたと

きから、ずっといろいろ検討してまいりましたところ、結論としまして、車を１台ふやして、

今まで午前と午後２回行っていたものを午前収集、午後運搬というふうに効率的に一括して

行うと。車も１台ふやすと同時に、運転手を１名ふやします。 

 それに伴って、大きなものがその１名増の人件費分ということになってまいります。 

 以上でございます。 

○10番（久保繁幸君） 

 まずは前の火葬場委託料なんですが、今、課長が言われたバッテリーは５年ぐらいしか持

てないんですかね。どのようなバッテリーなのか、どのようにしてどのような使い方をした

ら５年で消滅するのかとですね。 

 それと、今まで使われたロストルの交換が22万5,000円ですか。霊砂が３万2,000円、バッ

テリーが41万円ということで御説明をいただんですが、それやったらば160万円のアップか

ら考えれば90万円程度ぐらいの人件費のアップということになりますかね。80万円ですかね、

90万円ですかね。何でそのようなバッテリーをこんだけ早く交換しなきゃいかんのか。今ま

でどれだけバッテリーをどのような方法で使いになって５年間の消耗品としてかえにゃいか

んのか、その辺からまずお伺いいたしますが。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 発電機の表示の中にバッテリーの交換時期が指定されておりまして、これが当然指定され

た時期を境にして劣化してくることは予想されるところでございます。不測の事態は防ぐこ

とが必要になってまいりますので、その予防も含めまして、今回の指定時期での交換という

ことを予定しているところです。 

○10番（久保繁幸君） 

 発電機のバッテリー、我々も発電機を持っています。もう20年使っておりますが、まだ発

電機のバッテリーをかえておりません。それも使えます。それで、そういうふうで５年間ぐ

らいで交換しなきゃいかんのであれば、あとの処分はどうされるのか。よければ我々民間の

ほうに渡していただければ、まだ大分使えるような感じなんですけどね。その辺は民間と公

共の施設というのはもう少し我々も考えてみて、使えるものはもう少し使っていてもいいん

じゃないかと。そのバッテリーを何回今まで使われたのか。そういうのが使われてどれだけ

ロスしているのか。 

 それはそれでよろしゅうございますが、次のごみ収集のほうに行って、ごみ収集のほうで、
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昨年度からして遠距離になって車をふやし、運転手をふやした分であれば、昨年度からの

6,057万3,000円から車と人件費をふやしたらば400万円ちょっとだけでは済まないと思うん

ですが、その辺の車の買いかえ等々はこの中に入っているのか、また人件費もその中に入れ

てあるのか、その辺はちょっと計算が合わないと思うんですが、あの辺の収集車の車なんて

大分高いと思うんですが、この辺はどの辺に上がっておるのか、お尋ねいたします。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 先ほどちょっと言葉が足りなかった部分がございました。人件費１名増の分で370万円、

それから車も当然新しいものをふやしますが、これは購入後５年間で償却して費用を計上し

ていくというふうな方法をとっております。それで、現有物についてトラックとパッカー車

について、その償却がたまたま終わりました。その分が240万円で新しいものの償却の増が

140万円程度。それらを相殺していきますと、370万円から物件費のほうで37万円程度減りま

したので、合計の増額が328万9,000円程度ということになったところでございます。 

○10番（久保繁幸君） 

 その運搬車は５年後に償却処分で金額を上げるということですかね。今の説明では、その

ように私は受けたんですが、５年後というが、その辺がちょっと納得いかないんですが、購

入時点で上げる金額じゃないんですか。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 経費の一時的な高騰を防ぐために、５年間で１台分の経費を計上していくという手法を

とっております。車そのものは当然５年以上そのままずっと使える間中使うと、そのような

状況でございます。 

○12番（下平力人君） 

 主要事業の28、家庭用合併浄化槽の設置補助金というのが600万円ぐらい減額になってお

りますけれども、これはどういうことでございましょうか。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 循環型社会推進交付金事業につきましては、23年度から27年度の５年間での事業計画で

行っておるところでございます。それで、予算に合わせた国庫補助金申請を行いますが、こ

れを余り多くしておきますと、国庫補助金というのが申請額でそのまま来て、翌年度以降の

調整というふうな形で最終的な処理が行われることになっておりますので、最終年度の27年

度においては、より現実に近い数字で予算計上し、国庫補助申請を行っていく必要が出てま

いります。それで前年度よりも少ない補助金の申請というふうな形になっております。 

 以上です。 
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○12番（下平力人君） 

 我が町、太良町では、処理施設というのは合併浄化槽でいくんだと。そういうことから、

まず目標というものを上げてあると思うんですが、その辺、町長、どうなんでしょうか。目

標、何％ぐらいということです。 

○町長（岩島正昭君） 

 済みません、ちょっともう１回お願いします。 

○12番（下平力人君） 

 担当課長の説明では、ことしは600万円ぐらい下がっておるわけですね。その理由として

は、いわゆるマイナス補正というのはちょっとおかしいということで、現実に合わせた予算

を組みましたということであったろうと思います。そこで、結局、合併浄化槽でいくんだと

いう中で、将来的な目標、何％ぐらいはやっていかにゃいかんなということなのか、そこを

お尋ねしておるんです。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 

 一応上乗せ補助をやっておりますけどね、合併浄化槽をやった場合は、これはもう水洗に

変えにゃいかん。家屋内のもろもろの増改築が要るんですよ。だから、なかなか手を挙げる

人がいない。あるいは高齢者の家族になれば、もう先々は息子のところに行くから今のまま

でいくとか、いろんな形がありますからね。それはある程度目標を設定せんことには、また

これは浄化槽も普及しないもんですからね。さっき議員さんたちからそういうような質問が

前段であったと思いますけれども、目標を決めて、待っとっては手を挙げる者がいないもん

だから、役場のほうから区長さんたちにお願いをしながら、極力目標達成のために、何年度

ぐらいまでに終了するというような、これはあくまで個人の申し込みですから計画どおりに

はいきませんけれども、その目標に向かって推進をしていきたいというふうに思っておりま

す。 

 今、恐らく目標が何％云々あたり決めとらんと思いますからね、今後、その辺の目標計画

をしながら、そして予算を組んで目標を達成しなかった場合はこれは減額で皆さんたちに了

解をいただかんことにはですね。減額を危惧しながら、そこら辺を何だったとかというふう

な質問等々があればということで遠慮してしよると思いますけれども、目標は目標で立てん

ことにはできないもんですからね、そういうようなことで頑張っていきたいと思います。 

○12番（下平力人君） 

 実は浄化槽といいますと、まず前の有明海の再生ですね。汚水は家庭排水が全てじゃない

と思います。しかし、ことしのようなノリの栽培にしても色落ちして、どうにもならなかっ

たと、商品にならなかったということもございます。そして、もう少しさかのぼってまいり

ますと、琵琶湖にも全て魚等が住めない時期がございました。今は皆さん方も御承知のとお
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り、生息をしとるということでございますから、これは、今言っておりますけれど、太良町

だけの問題じゃなくて、やっぱりこれに面したところの市町、それから佐賀県、福岡県、熊

本、こういうところに幅広く進めて、推進といいましょうかね、運動を展開しながらやって

いきませんと、将来の人口減というものはとまらないんじゃなかろうかと、そういうことに

もお手伝いをしながら、やっぱり行政としてやっていただきたいなという思いがあったもん

ですから、よろしくお願いしておきます。 

○町長（岩島正昭君） 

 普及しない理由はもう１点、さっき話し切らんやったですけれども、例えば、栄町とか本

町とか北町とか、ああいうふうな平坦地の密集地、あれが浄化槽設置の場所がないんですよ

ね。だから、当然、これは３人か４人さん前で、ちょっと離れたところの空き地等々に浄化

槽を設置せにゃいかんという場所も出てきます。だから、そこら付近が一緒にやろうとかい

うふうな話が進めばいいんですけど、うんにゃ、俺はかたらんとなった場合はもうできんわ

けですね。だから、私は目標を決めるのは、まずそういうふうな設置可能な箇所を先に決め

て、それから、最終的にはそっちのほうに奨励せにゃいかんじゃろうというふうに思ってお

ります。 

 また、以前は平成35年までには57.9％で一応目標は立てているようでございます。 

 以上です。 

○６番（平古場公子君） 

 予算書の85ページ扶助費、家族介護慰労金384万円とありますけど、これの内訳をお願い

します。 

○地域包括支援センター（野田初美君） 

 お答えいたします。 

 384万円ですけれども、一応８名分の予算を計上しております。８家庭分です。平成26年

度までは１件につき２万円だったところを倍の４万円ということで、８件分の予定にしてお

ります。 

 以上です。 

○６番（平古場公子君） 

 自宅で介護ということですけど、介護認定が必要な人だと思いますけど、介護何度からで

きるんですかね。 

○地域包括支援センター（野田初美君） 

 お答えいたします。 

 介護慰労金につきましては、介護度の４以上になりますので、したがって４と５の対象の

方が慰労金のということになります。 

 数を申しますと、今、１月現在で介護４の方が94名いらっしゃいます。介護５の方が84名
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の計178名の方が介護４以上でいらっしゃいます。 

 以上です。 

○６番（平古場公子君） 

 そしたら、その方たちは施設のほうで暮らしておられるということですね。はい、わかり

ました。よろしくお願いいたします。 

○11番（坂口久信君） 

 主要事業の４ページの連番25の新規事業ですか、予防費の中の健康増進・食育推進計画策

定業務委託料、これは５年間で計画をなされているというので、459万円がついております

けど、この内容説明ですね。 

 そして、その上の連番22の母子健康事業について、ここに現地委託料がずっとありますけ

れども、３歳、10歳児とかありますけれども、この部分については地元で絶対受けんばいか

んのか、その辺の説明、そして例えば、この健診にかからんで、私も全く詳しゅうなかです

けれども、普通、幼児あたりがほかの病院、町外の病院にかかったときの費用あたりは領収

書か何か持っていけば、全部支払ってもらえるのか。そして、最後に火葬場の担当課長、そ

のバッテリーは我々に、例えば払い下げというぎんと、どうせ処理するわけですから、そう

いうあたりは、地元にもらいたい人がおれば分けてやられるのかどうか、その３点。 

○健康増進課長（田中久秋君） 

 お答えします。 

 まず、１点目の予防費の健康増進・食育推進計画策定業務委託料の内容ということですけ

れども、今現在、健康増進計画と食育推進計画を策定しております。その期間が健康増進計

画につきましては24年から27年度までということで計画をしております。 

 それともう１つの食育推進計画は23年度から27年度までということで計画をしております

けれども、新年度が最終年度となりますので、その改訂版の策定をする費用として委託料を

計上させていただいております。 

 それと２点目の母子保健事業の各種健診の委託料はどこでということですけれども、まず

妊婦健診については、町内産婦人科がございませんので、町外の産婦人科の分で受診をされ

ることとなります。 

 それとあと１歳半と、その他健診、２歳半、３歳半の健診については、集団で行うように

しております。それと心理相談につきましては、精神科の専門の医師を町内のほうにおいで

いただいて、相談をやっております。 

 すこやか発達支援関係ですけれども、これは専門の方をお呼びして、各園回りで実施して

いる内容でございます。 

 以上です。 

○環境水道課長（藤木 修君） 
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 お答えいたします。 

 火葬場のバッテリー、これは実際にバッテリーを交換するときに、その処分物をどう扱う

かということについての確認はまだできてはおりませんけれども、実際廃棄するだけという

ことになれば、議員おっしゃるような、分けてやるということも可能ではなかろうかと考え

るところでございます。 

○11番（坂口久信君） 

 ５年ぐらいしか使っていない部分ですので、ぜひ、久保議員も質問されたですけれども、

その辺の導入もやはり自分が見て導入するか導入せんか、業者の言いなりにね、多分、耐用

年数が来たとかいろいろ業者も言われるわけですから。あなたたちに責任がなかっちゃけん、

そりゃもうかえるのが一番いいですよ。新しくなるぎんと、５年間ぐらいは寝とっても何も

問題はないわけですから。 

 その辺はこの前、いつかも言ったと思いますけれども、そういうところをやっぱり少しで

も自分の身になって、町は自分の我が家庭だと思った関係で、気持ちでその対応にすれば、

例えば無駄な金をと言うぎいかんばってん、40万円ぐらいは10年後にまた使えるわけね。40

万円の金というのは要らないわけですから。十分、私は10年ぐらいの対応はできると思って

おりますので、幸いに５年でかえるわけですから、我々もそれをいただければ大変助かるこ

とですので、こういう新しいというか、そういう部分についてはやっぱり町内のいろんな事

業者もあるわけですから、すぐ廃棄処分にせんで、町長、やっぱりやられるものはやろうか

とか、そういう分は希望者があれば、やっぱり再利用をさせていただければ、町民の何人か

の皆さんが助かるわけですから、ぜひそれはそれとして、していただきたいと思います。そ

の答弁も求めます。 

 そして、私はわからんとですけれども、今22番について、町外、町内、そして地元という

のは何というかな、そういう人たちを呼んでというようなことですけれども、これはわかり

ましたけれども、このほかに、例えば普通の健診じゃなくて、私、全く知らんもんですから

聞きよっとですけど、子供たちが、例えば、ゼロ歳児から何歳児までかは別として、その辺

の人たちが病気になったり何かしたときの町外にかかったときの費用あたりは、領収書か何

か持っていけば無料になるとですかね。その辺の、ちょっと俺も聞いてみらんぎわからんけ

んなと思って聞きよっとですけど、その２点についてお願いします。町長に言わせんちゃ、

我がどんが払い下ぐるなら払い下ぐるって言えばよかったい。そんくらいの答弁どんしわえ

じどがんすっとか。 

○健康増進課長（田中久秋君） 

 子供の医療費助成についての質問かと思いますけれど、ちょっと私は直接の担当ではござ

いませんけれども、町内、町外問わず、領収書なり持ってきていただければ助成はできるも

のと理解しております。ただ、県内についてはたしか現物化で、もう窓口で500円負担、通
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院の場合500円やったですかね、するだけで、あとは役所内で調整をするような形になって

いたかと思いますけど。 

○町長（岩島正昭君） 

 廃棄処分のことについてお答えをいたします。 

 現に議員さんたちも御承知のとおりに、消防のポンプ、小型ポンプ、あれも大体20年をめ

どに、22年で更新する場合もございますけれども、あれの場合は即廃棄処分じゃなくして、

一応まだポンプ使用できますからね、あの件については個人の皆さんにはやられんとですけ

れども、行政区から要望がある場合は受け付けて、現にもう３行政区か幾らかお上げしてお

ります。それは災害用とか水田用のかん水に利用していただくようなことになっております。

だから、火葬場についても、それは個人にはやられんですけれども、皆さんたちの要望等が

あれば、そういうような、これは無料ですけどね、無料で払い下げをしてもいいんじゃない

かと思います。消防ももちろんポンプは５年でやっております。個人になれば、幾らか、

ひょっとすればおもらいせにゃいかんかもわからんですね。 

○11番（坂口久信君） 

 今、個人には直接やられんというのは、それはもう、例えば別に幾らかもらってもよかわ

けですね。それをかえるときは、多分廃棄すると思うわけですね。廃棄処分にすると、廃棄

処分に金かかるですよ。例えばバッテリー１つにつき5,000円とか無駄な何千円かは別とし

て、あれでも何でも同じことじゃなかですか。テレビにしろ、いろんなものにしろ、廃棄処

分に反対に金を出して廃棄処分をするわけですから、まだ５年しか使うとらん分については

反対に5,000円で買うかもわからんし、その辺のところは、藤木君、臨機応変に頭の中に置

いとかんぎ、あんたはすぐ廃棄処分するけんさ、そういうことをせんごとね、皆さんに要望

等も聞いて、あれば皆さんが幸い助かることですから、ぜひそういうあれをお願いしたいと

思います。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 先ほども若干触れましたが、今回、更新するに当たって、現有物の処理の方法というもの

をどうするかということがまだ確認できておりませんので、今の段階で必ず差し上げますと

いうことが私からは言えなかったところでございますが、そういうものについて要望等ござ

いましたらば、議員おっしゃるような方向で検討するべきものだというふうに考えるところ

でございます。 

○７番（牟田則雄君） 

 101ページの負担金及び交付金のところの小規模水道施設整備事業の補助金、これはどん

な事業、工事をしたら該当する補助金ですかね。 

○環境水道課長（藤木 修君） 
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 お答えいたします。 

 いわゆる町営以外で、各地区で行われている小規模の水道、それについての機械や配管等

の更新等に当たっては、町からこの補助金を使って整備を促進していただくというふうな趣

旨の補助金でございます。 

○７番（牟田則雄君） 

 そういう答弁ないば、また質問せんばいかんばってん、これは個人向けの補助金やろうか

と思うて。簡易水道とか町営がしとるとをわざわざ補助金対象の予算に上げる必要ないと思

うんですが、これは個人で水道の何かをやったときが対象じゃないわけですか。そこら辺を

ちょっと確認するために質問しているんですが。 

○環境水道課長（藤木 修君） 

 お答えいたします。 

 実際、町営以外で地区で行われている水道というものが町内にたくさんございます。例え

ば波瀬ノ浦もそうでしょうし、山手のほうにもたくさんございます。そういうものについて

の補助金ということでございます。個人さんではございません。 

○議長（末次利男君）  

 質疑がないので、次の５款．労働費104ページから第７款．商工費126ページまでの質疑に

入りますが、昼食のため暫時休憩します。 

午前11時55分 休憩 

午後１時   再開 

○議長（末次利男君） 

 定足数に達しておりますので、議会は成立いたします。 

 午前中に引き続き質疑を再開いたします。 

 労働費、商工費について質疑の方ありませんか。 

○２番（江口孝二君） 

 予算書の109ページで主要一覧表の連番の31番の有害鳥獣防止対策補助金のことについて

お尋ねします。 

 この分については電気柵とワイヤーメッシュは入っていますけど、トタンに対しての補助

金はありますか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 予算立ての時点で、トタンについてはちょっと想定をしておりませんでした。 

 以上でございます。 

○２番（江口孝二君） 

 トタンは先が見えなくて音もするということで非常に有効的だと思います。そこら辺を考
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えれば、ぜひ補助の対象にしてもらいたいんですけど、どうでしょうか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど議員おっしゃられたとおり、トタンについては目隠しによいということがございま

す。ただ、トタンはワイヤーメッシュに比較すると耐久性が余りないというようなことで言

われております。対象にするかどうかは、私のほうからはちょっと御答弁を控えさせていた

だきたいと思います。 

○２番（江口孝二君） 

 済みません、町長の出番です。今までの経験からやっぱりトタンは有効だと思います。だ

から、今の話では補助の対象ではないということですので、町の単独として、費用的にも

メッシュよりも多分安いと思いますので、そこら辺は考えてもらえないでしょうか。 

○町長（岩島正昭君） 

 今、江口議員がおっしゃるとおりに、太良町では案外ないんですけれども、もう少し北の

ほうにいきますと、高速道路とか、あるいはＪＲ等で見ますと、トタンが普及しているよう

です、山間部は特にですね。だから、そこら付近は本当に効果があれば皆さんたちの要望

等々をお聞きして、多くの方がそういうふうな望みであれば、補正等でお願いをしたいとい

うふうに思っております。 

○10番（久保繁幸君） 

 主要事業の５ページの連番の109ページの青年新規就農給付金なんですが、これは前年度

から継続して18名と新規が５名ということで23名になるんですが、年間150万円を５年間と

いうような給付と聞いておったと思うんですが、3,037万5,000円を23で割るとそんなになら

んのですけど、これはどういうふうな給付額になるとですか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 青年就農給付金の対象月がそれぞれ皆さん違われております。ですから、一律４月から青

年就農給付金の対象になられると年間150万円と。そうでない方については65万円とか、月

数によって異なっておりますので、そういう数字になっております。 

 以上でございます。（「わかりました」と呼ぶ者あり） 

○７番（牟田則雄君） 

 108ページの委託料のところ、農業振興地域整備計画策定業務委託料ということで、これ

は何か前回のところはもう期限が来て、また策定し直しのためのあれと、この主要一覧の中

で説明があっているんですが、今回、改めて土地の持ち主さんたちの意思も反映されるのか、

それとも何か国のほうからもうここは農業振興地域にしなさいという指定があっているのか、

そこら辺をちょっとお尋ねしたいと思います。 
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○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 これは昭和58年ですかね、そのときから１回も大幅な見直しというのをやっておりません。

そういうことで、見直しをやるについては農家さんの意見を反映できる場所と反映できない

場所がございます。第１種農地等については、自分の田については真ん中あたりをぼこっと

外してくださいと言われても、県のほうがそれをなかなか認めないというようなことでござ

いますので、場所によってはそれは可能ですが、場所によってはできないところも生じると、

そういうふうになっております。 

 以上でございます。 

○７番（牟田則雄君） 

 そしたら、そういうあれをする場合には、各行政区に何か委員さんあたりを選任して、そ

こで区独自に説明会かなんかをされる予定があるのか、それとも、それ以外でこれをされる

考えなのか、ちょっとお尋ねします。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 農業振興地域計画を策定するに当たっては、ここに委託料で組んでいますが、それと並行

して、各地区にも説明会等々を開催しながら進めていきたいと考えております。 

○１番（田川 浩君） 

 主要事業一覧表の７ページ、連番47、下から３番目、東京秋葉原日本百貨店出店者補助金

ということで87万5,000円上がっておりますけれども、昨年と比べてちょっと減っているよ

うな数字になっていると思いますけれども、昨年のときもあんまり販売状況としては芳しく

ないということを聞いておりましたけれども、今の状況はどうなのかというのをまず教えて

ください。 

○企画商工課商工観光係長（中溝忠則君） 

 お答えいたします。 

 昨年から日本百貨店のほうに出店をいたしておりますけど、現状でいいますと、４月から

のちょっと売り上げを申しますと、47万7,000円、５月で55万3,000円、６月で47万1,000円、

７月で45万9,000円となっておって、昨年と比べますと、昨年の一月の売り上げの平均が74

万9,000円ということになっておりますけど、ことしにおいては平均46万9,000円ということ

で、月でいいますと、約28万円程度の売り上げが落ちている状況でございます。 

 以上でございます。 

○１番（田川 浩君） 

 これはいろんな決算とかでも言ったと思いますけれども、中央の部分で入り口、出口が近

くでないから場所が悪いとか、いろいろ改善すべき点があったと思うんですよ。にもかかわ

らず、やっぱりこうやって月で28万円悪くなっているということは問題があると思うんです
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よね。何で課題を改善しなかったというか、そこは出店者さんがまず考えるべきであります

けれども、そこの助言なり、アドバイスなり、監督なり、そういうのはやはり町のほうで

やってもらうべきじゃないかと私は思いますけれども、そこら辺の出店者さんとのかかわり

方というのはどうなさっているんでしょうか。 

○企画商工課商工観光係長（中溝忠則君） 

 お答えいたします。 

 この出店のことにつきましては、町といたしましてもテナント料の２分の１を助成いたし

ておりますので、当然売れ行きのほうも商品によっては伸び悩んでいる商品もあれば、逆に

伸びている商品もございます。この分におきましては出店者と売れ行きぐあいを町も見なが

ら、売れ行きが伸びないものについてはまた違う品をテナントに置いていただくというよう

な方法を商工会のほうとも協議をいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○１番（田川 浩君） 

 これは３カ年の事業だと思いますので、27年度は最後の年となると思います。その年には、

今言われたようにちゃんと見直しをされて、売り上げが上向くことを期待しておりますので、

ぜひそこはよろしくお願いします。 

 以上です。 

○町長（岩島正昭君） 

 私のほうから補足という形でさせていただきますけれども、私も東京に上京したときは秋

葉原にちょいちょい寄っておりますけど、やっぱりマネキンですよ。マネキンがある、牟田

議員ともいつか一緒になったときがありますけど、よその県は、鹿児島県の知覧茶等々はマ

ネキンは専属におって、どんどん宣伝しよってずっと人間が寄って、佐賀県、いわゆる太良

町のところはぱらぱらで通りすがっていく状況ですから、そこら辺もことしは何かあそこの

出品者の方等々でマネキン等々、こっちから出向いたほうがいいですもんね、向こうから雇

うよりは。だから、その辺の対策も必要じゃないかというふうに思っております。 

○11番（坂口久信君） 

 主要事業の６番の広域農道の管理舗装ですね、維持管理、ここに予算等がついております

けれども、この前ちょうどあの辺に行ったとき、広域農道の舗装あたりが非常にもう悪く

なっていると、乗用車はわからんけれども、トラックあたりがバウンドしたりなんかすると

いうようなことを担当課長あたりは知っておられるのか、そしてそういうことに対してどう

されようとしておるのか、それが１点。 

 そして、７ページの48、新規、このバンガロー等のキャンプ場の整備、これについては非

常に今回、議員調査でもあそこまで行って見たんですけれども、非常に荒れていたというか、

使い物にならんところもあったというふうな状況もあります。そういう中で、今回、ありが
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たく予算等もつけていただいておりますので、ただ単に、今までのバンガローをそのまま直

すだけじゃなくして、10棟あれば種類あたりを、例えば、ランクづけでもいいじゃないです

か、いろんな町民の方々も我々にもいろいろアドバイスしてくれるんですけれども、そうい

う部分について何というかな、Ａランク、Ｂランク、Ｃランクじゃないですけれども、そう

いうバンガローのつくり方で、よそにないというか、そういう差別化というぎいかんでしょ

うけれども、よそとの差別化でバンガロー一つとっても、やはりＰＲによっては人を引きつ

けて登山客とか夏場のそういうものの人口増を図ることは可能と思いますので、その辺につ

いてぜひ単純にそのままのをそのままするんじゃなくして、いろいろ中身についてもランク

づけして建設に当たっていただければと思いますけれども、その辺についてはどのように考

えておりますか。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 広域農道の舗装ですけれども、現地のほうは確認いたしております。それと、担当者も太

良から大浦方面までパトロール的に常時やっておりますので、報告も受けております。それ

については今年度、箇所を限定しながら、補修していきたいと考えております。 

 以上です。 

○企画商工課商工観光係長（中溝忠則君） 

 お答えいたします。 

 中山キャンプ場のバンガロー改修等につきましては、先ほど議員御指摘のように、現在あ

るバンガローをそのまま修復するのではなくて、魅力あるといいますか、よりお客さんを呼

び込むようなそういう知名度といいますか、そういった目立ったような施工のやり方も今後

上司のほうとも協議をいたして進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○11番（坂口久信君） 

 １番についてはそういうふうで、建設課はもう十分把握しておられるというふうなことで

すので、どうしてもあそこはスピードが出ますので、そういうところで常時監視をしていた

だければと思います。 

 ２番目については、上司についてというふうなことで町長にお願いですけれども、もう今

までやはり単純にそういう姿でずっと補修、太良のよさというふうなこともあったろうと思

います。太良はよそと比べて自然、やっぱりそういうところをアピールしてきたんでしょう

けれども、なかなか伸び悩んでいる状況ですね。そういう中で、やはりバンガロー一つとっ

ても、いろんなちょっとした差別化でちょっとだけでも違う、料金設定もそれでいいじゃな

いですか。例えば、今後の使い道にしても、またいろんな避暑地あたりというような考え方

で、後の使い道も出てくる可能性もあるわけですので、その辺についてはもうぜひ町長、今
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回多分そういうことをすれば、予算的には少ないかもわかりません。それだけのやっぱり投

資をもう今から、例えば、鹿島とか、いろんなところにキャンプ場があるわけですから、太

良は太良のそういうところを生かしながら、どうしても減っている状況ですので、やっぱり

ふやすような状況も考えんばいかんわけですね。そいけん、予算的にまた追加でしてもいい

と思いますので、ぜひその辺の差別化したバンガローの設置あたりも工夫しながら考えて、

今回つくっていただければ、将来にわたって少しは伸びてくるんじゃなかろうかなと私自身

は考えておりますけれども、町長はどのようにお考えですか。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 

 議員おっしゃるとおりに、今までの利用者の志向というのがだんだん変わってきておりま

すね。だから、今回、思い切ってこの電気工事も計画したわけでございますけれども、電気

の引き込みによって、また内容等々も従来よりは若干模様がえして、場合によっては料金の

値上げ等々もお願いをしたいというふうに思っているところでございます。 

 だから、まず今までと、全部一緒にはできませんけど、何とか計画的にそういうふうな模

様がえをしていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○11番（坂口久信君） 

 もう一遍には、予算等もあると思います。本当は予算が十分あるとですけどね。何でもす

るのは一遍にしたほうがよかですよ。我々も中途半端に半分したりとか、そうしたら結果的

にマイナスなんですね、はっきり言って。ＰＲも一遍にばっとでけん。例えば、10棟あって

５棟をした、５棟が変わりましたよと、それで宣伝効果なんてなかわけですね。せっかくな

ら幾らか足して、私が考えているのは、せっかくされるならそういうのを足して全部してし

まって、それは限られた予算で、例えば、１年に何棟というふうな考え方もわからんことは

なかです。やっぱり町はまだそういう部分については何というかな、我々と違ってノウハウ

がないかもわかりませんので、一遍にやっぱりして、一遍にばっと宣伝したほうが私は効果

があると思いますので、ぜひ予算が許すならば一遍にして、太良町の山、そしてまた、中山

キャンプ場の宣伝をしていただければプラスになると私は信じておりますので、ぜひその辺

についても考えていただければと思います。 

○議長（末次利男君） 

 答弁要りますか。 

○11番（坂口久信君） 

 せっかくですので、町長、答弁をお願いします。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 
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 議員おっしゃるとおりに、もろもろの模様がえをしたいと思いますけれども、もう１つ私

はこの電気とあわせて、議会でもお話ししたと思いますけれども、今はやりの便所、あれが

なかなか女性の若い方についてはああいうふうな便所はなかなか使いたくないというふうな

ことをおっしゃりますから、場所をもう少しグラウンドのほうに寄せてきれいな便所をつく

りたいというふうに、それもある程度金が要りますから、段階的にと言ったわけでございま

す。もう来年あたりは便所もやりたいと思います。 

○７番（牟田則雄君） 

 110ページの負担金補助及び交付金のところでブランド率向上推進費補助金238万5,000円

組んでありますが、これは大体具体的にはどんな事業をされるつもりでしょうか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 ミカン園のマルチを張るときの面積に応じての補助でございます。要は、暑い盛りに大分

労働的には大変ですので、マルチを張れば、10アール当たり３千円の助成をするという制度

でございます。 

○７番（牟田則雄君） 

 今から地方創生を国を挙げてすることになって、地方の競争は簡単にいいますと、その地

方のブランド競争になると思うんですよ、多分。どんなものでも売れるのは都市近郊ですぐ

車でも運べるようなところは別にブランドじゃなくてもどんどん売れると思うんですが、こ

れだけ中央から離れてあれしておるところで地方創生といえば、極端にいえば、日本全体が

ブランド競争になる時代に入ったと思いますので、ここのところはもしそういうふうによそ

に負けないような１次産業をつくる、それがブランド確立ということになると思いますので、

ただ単にマルチを敷けばブランド品ができるかという、今までどおりの短絡的な考えじゃく、

もっとやっぱり具体的に太良町の１次農業の中で、何がよその県とか町に負けないような品

物ができるかと。そしたら、この10倍ぐらいの予算を組まれても、それはそれでいいと思う

んですが、本当に太良を活性化するためには、やっぱり太良でよそに負けないような品物、

要するにいわゆるブランドをつくっていくというのは、そういうふうにマルチを張れば高く

売れるという、できた品物にしか評価してもらわんとやけん、それはひょっとしたら、全然

せんとよりも、同じ圃場でそれをしたら、ちょっとでもうまくはなるかわからんばってん、

それでもそれでよその県に負けないようなミカンができるかと、これは今までやってみて、

あんまり効果は出ておらんじゃなかですか。そいけん、やっぱりそれよりももっと太良独自

に強力に予算もつけてやっていくというような、本腰を入れたブランドづくりというごたる

考えはないでしょうか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 
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 マルチを敷くことによってブランド率、いわゆる「佐賀みかん」というある一定のブラン

ド、糖度が上がれば単価が高く売れます。例えば、早生でいいますと「佐賀美人」のブラン

ド、糖度の高いやつはキロ262円、ほかのレギュラーの普通のものはキロ当たり123円という

ようなことでブランド率というか「佐賀美人」になればそれだけ高く売れますので、より

「佐賀美人」がふえるようにこれからも、要は、議員おっしゃるとおり、結果が出ていない

ということはある程度事実でございますが、もっとマルチをほぼ太良いっぱい張るようにす

れば「佐賀美人」のブランド率のアップが図られて、高単価で販売ができるというようなこ

とで、もうしばらくはこれを取り組んでいきたいなと考えております。 

 以上でございます。 

○７番（牟田則雄君） 

 いや、町長もこの間答弁をしてもらっておると思うんですが、もう「佐賀美人」にしても

「佐賀みかん」では、やっぱりブランドになるようなミカンが佐賀県いっぱいで同じ品質が

とれるというのはもう考えられんですもんね。やっぱり太良の土質に合うた、太良の気候に

合うた太良独自のものをつくってやっとブランドの確立ができると思うんですよ。佐賀県で、

多久のにきは砂地の上にミカンをつくっておる、ここら辺はこれだけの赤土の中でつくると

いう、その中で同じ品物の「佐賀美人」をつくったけんといって同じ品物がとれるわけない

でしょうが。そいけん、やっぱり太良の土質にどうすればそれがあれするかというごたっと

をもっと深くやって、太良独自の品物をブランドとしてやるぐらいの意気込みを持ってやっ

てほしいんですが、どうでしょうか。 

○町長（岩島正昭君） 

 もう常日ごろから私が申し上げておりますとおりに、もうミカンをつくって売るだけの時

代は終わったんだと、もう本当に味で勝負だと。味で勝負というのはブランド品ですよ。だ

から、大和町でも植栽していますように「あんみつ姫」、あれはどこにもないんですね。だ

から、太良は太良のみのブランド品、品質更新等々をやって、これだけは太良にしかないと

いうふうな作物をつくりたいということで、ミカン云々じゃなくして品種改良、いわゆるこ

の前、ニュージーランドの観光大使館からおいでになったですけれども、ああいうふうな黄

金のキウイフルーツは佐賀県と愛媛県の国内で２県だけですよ。太良も10人が植栽されてお

りますけど、そういうふうなところとか、もう１つはアボカドを５人ぐらいが一生懸命に

なっておられます。だから、私どもも３年ぐらいは様子を見させていただいて、これはいけ

るなとなれば、これをどんどん奨励していきたいなというふうに思っております。だから、

それも一つの太良町のブランド品という形で宣伝等々で上げていきたいなというふうに思っ

ております。 

 だから、ミカンミカンと、今、こういうことを私が申し上げたら、生産者から怒られるか

もしれませんけれども、ミカンで飯は食っていかれん、もう業者にやれば、ぶっ込みでとっ
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てくれると。業者さんはそれをきれいに選別して高う売りよっとですよ。だから、生産者も

もう売れん売れんじゃなし、それだけいいミカンをつくれば金がとれますからね。現に、税

務課もおりますけど、個人情報と言われないですけれども、ミカンもとれる人は所得のベス

トテンに入っておられる方がおるんですよ。やればできるということです。だから、もうミ

カンミカンじゃなくして、一生懸命にやる人はとれますからね。ただ、ミカンにかわる何か

をブランド品で今後模索していきたいというふうに思っております。 

○３番（所賀 廣君） 

 予算書の107ページを見てみますと、負担金補助及び交付金の中に多良岳オレンジ海道を

活かす会運営費負担金100万円となっております。これは太良側の総延長距離、鹿島側の総

延長距離を考えたところでその割合でこの負担金は出されているわけですか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 鹿島市、太良町、それからＪＡ、おのおのが定額の100万円ということで負担金を出して、

多良岳オレンジ海道を活かす会の運営を行っているところでございます。 

○３番（所賀 廣君） 

 じゃ、それぞれが100万円ということは年間300万円の予算があると思いますが、１つ目は

その300万円がどういったふうに使われているのか。それと、このオレンジ海道ですが、112

ページ、113ページあたりをのぞいてみますと、ざっと年間の維持管理、電気だとかあるい

はのり面だとか、今回は工事請負費の中に約400万円ぐらいかかっている。先ほど建設課長

の答弁の中の修繕費あたりも含まれているのかなという感じがしますが、大体1,000万円ぐ

らい。この辺を考えてみたときに、以前、副町長が建設課時代のことでしょうね、これがで

き上がった折には県道昇格をぜひ進めていきたいということを言っていますということを聞

いた覚えがあります。その辺、県道に昇格の部分と、それから年間300万円の負担金がどん

な感じで使われているのか。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 運営費の300万円のほかに国庫の農山漁村プロジェクト交付金というのがございます。そ

れを鹿島市と太良町で協力して申請をしていただいております。それが３年間で62万7,000

円。あと助成金とか参加料とか雑収入がありまして、平成25年度決算では収入が394万9,675

円でございます。何に支出をしているかと申しますと、牛の放牧を鹿島市、太良町、おのお

の１カ所ずつやっております。それの放牧資材に81万3,206円かかっております。それから、

体験型農業というようなことで耕作放棄地解消費というふうなことでそばづくり等をやって

おります。それが30万5,334円。それから、転換作物栽培ということで種苗代が２万9,022円、

いっぱいあるんですが、ちょっと時間の都合上、省略してもよろしいですか。締めて決算額
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で支出の計が210万5,837円で、次年度繰り越しということでその差184万3,838円ということ

になっております。 

 以上でございます。 

○副町長（永淵孝幸君） 

 お答えいたします。 

 広域農道ができた暁には、長大橋のある17キロ余りに及ぶ農道を鹿島市と太良町で到底維

持はできないといったことで、当時、私は担当課時代でも県のほうにも要請いたしまして、

できた暁には県道に昇格をお願いしますよといったことを多良岳地区広域農道推進協議会の

中でも申し上げております。それで、今、協議会も引き続きやっておられますし、その後、

ちょっと私が離れておりますから、内容についてはよくわかりませんが、そういった話をさ

れて、県のほうにもこういった農道で整備してすぐには確かに無理ということはわかってお

りますが、もう完成してからはかれこれ約10年近くなっております、完成してからは。まだ

10年まではなっておりませんけど、８年ぐらいですか。ですから、これを本当に太良、鹿島

で維持管理していくのは、まず高い長い橋があるものですから、ですから、そういったとこ

ろはできないといったことで県道にというふうなことで、それが昇格になるまでは広域農道

推進協議会は存続していこうというふうなことでやっておられると思いますので、その内容

については、最近私がちょっと参加しておりませんので、わかりませんが、もしもわかって

おれば、建設課長のほうから答弁をさせたいと思います。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 県道昇格につきましては、いろんな県のほうとの会合とかがあっておりますけれども、そ

の中でも町長からもなるべく県道に昇格させるようにというような言葉は言ってもらってお

りますけれども、なかなか進んでいない状況ではあります。これもまた、鹿島と同時にやっ

ぱりやっていかないと、太良だけ、鹿島だけということはできませんので、太良、鹿島の首

長のやっぱりお力をおかりして、県道になるべく昇格させたいとは考えております。 

 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 

 ちょうど幸いにも、今、県道多良岳公園線がちょうど油津の元郵便局あたりを起点にずっ

と進んでいて、畑田あたりはかなり進んでいます。あと踏切前後を残すぐらいかなという感

じになっておりますので、ちょうどその十字路として川原の交差点、今、信号がついて大分

交通事故もなくなりましたけど、県道に昇格していただくと、ちょうどあそこが県道の十字

路ということにもなります。多良岳公園線ができれば、またキャンプ場あたりの整備もでき

れば、ＰＲ看板等も立てて利用していただくお客さんもふえるだろうという感じがします。

交通量も当分、縦道、横道ふえてくるだろうと思いますので、その辺も含めて、鹿島と一緒
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になりながら、さっきの課長の答弁ではありませんけど、本当に粘り強くこの県道昇格をし

ていただかないと、毎年毎年1,000万円前後くらいの維持管理が要るわけですので、ぜひと

もこれは昇格に向けて強い心で当たっていただきたいというふうに思います。よろしくお願

いしたいと思いますが、もう一度、副町長、心意気を。 

○副町長（永淵孝幸君） 

 今、建設課長が申しましたように、町長も会議の中では再三言っておられるというふうな

ことでございますので、そこら辺を十分県のほうにもまたこの内容を、どうしてもうちでは

やっぱりここができていかないというふうなことを含めて要望していきたいと思います。 

 以上です。 

○町長（岩島正昭君） 

 農林サイドでこの広域農道というのはできております。これはプロセスがございまして、

農林サイドで公共サイドには即できないんですよ。だから、広域農道でつくって、町道にな

して県道というプロセスがございますから、恐らく10年ぐらいなったらもうぼちぼち県道

等々の昇格をお願いしてもいいんじゃないかというふうに思っております。幸いにして、今

月の末ぐらいに知事との意見交換会がございますから、そのときに鹿島市の樋口市長さんと

私のほうで今度新しい知事にはその旨は陳情をしたいなというふうに思っております。 

○10番（久保繁幸君） 

 ７ページの連番43、44の件なんですが、この廃止路線バス等生活交通の件なんです。この

バスは住民の足としてはなくてはならないものだと思っておりますが、平均１人も乗らない

バス、考え直す時期ではなかろうかというふうに考えております。 

 そこで、将来的なコミュニティーバスへの計画の考え等など、これはすぐはできないと思

うんですが、コミュニティーバスを走らせればまた大変な金もかかると思うんですが、町長、

どのような将来的な考えをお持ちなのか、お尋ねいたします。 

○町長（岩島正昭君） 

 お答えします。 

 これはもう代替バスにつきましては再三議会のほうで毎年毎年決算委員会等々で御指摘が

あっておりますけど、これは特にコミュニティーバス等々についてはもうこういうふうな高

齢化社会になりますと確かに必要になります。だから、ここら付近ではもう白石町もやって

おるし、みやき町、県内でもいろいろやっていますから、もうぼちぼち将来的というか、こ

こ何年かのうちにそういうふうなことを計画してみたいというふうに思っております。 

 一応その内容等々につきましては、みやき町とか白石町に職員を派遣させまして、勉強さ

せていきたいと思っております。 

 以上でございます。これは佐賀県も進めておりますからね。 

○10番（久保繁幸君） 
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 うちの町ももう高齢化率も33％を超えておりますし、またきょうの新聞やったですか、き

のうの新聞やったですかね、もうやっぱり75歳以上、痴呆症とかなんとかが出て免許証を返

納していただきたいというところも出ておりますし、やっぱり今からは今さっきも言いまし

たように高齢化率が上がってまいりますので、その辺は事故をなくすためにもこれだけの予

算ではコミュニティーバスを回すのはできないと思うんですが、早目にその辺はもう考えて

いくべき時期ではなかろうかと思うんです。仮に、今、走っているような大きなバスでなく

ていいと思います、10人乗りぐらいのバスでですね。その辺をやっぱり今から考えていかな

いと、我々も近い将来、その時期になってまいりますので、お世話にならにゃいかん時期ま

で生きているか、生きていないかわからないんですが、やっぱり今、うちの町もどんどん高

齢化率が進んでおりますので、その辺を十分考えていただいて、早目にこの計画を実施して

いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（末次利男君） 

 質疑がないので、次の第８款．土木費、127ページから第９款．消防費、137ページまでの

質疑に入ります。質疑の方ありませんか。 

○１番（田川 浩君） 

 主要事業一覧表の８ページ、連番58、ページ数で133ページ、住宅建設費というところで

定住促進住宅建設事業ということで上がっておりますけど、1,100万円ほどですね。これは

どの地区にどのような住宅を賃貸とか売るとか、どのようなふうにして何戸建てる予定なの

か、その４つですね。どこに何戸どのような形態で、どのような賃貸契約で建てるのかとい

うことをまずお聞かせください。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 今回、定住促進建設事業ということで1,000万円の計上をいたしております。この分につ

きましては、亀ノ浦地区の整備について1,000万円の計上を上げております。それで、建物

の戸数と建物の内容ですか、そういったことは今から細部的なことの検討になっております。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 そうしましたら、どういった人が入居要件として、例えば、町内にいる人もいいのか、町

外にいる人を優先して入れるのか、そういったところもまだ決まっていないということです

か、そこら辺は決まっていますかね。どうでしょうか。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 今、議員言われますようなことも今から上司のほうと検討して決めていくような状況でご

ざいます。 
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 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 ちょっと亀ノ浦地区というのは視察も行ったんですけれども、あそこの地区は地元の住民

からも町内の人からもあそこは大丈夫なのかという危惧があると思うんですよ。というのは、

やっぱり7.8水害ですね。あそこのちょっと鹿島寄りのほうが崩れましたので、多分鹿島寄

りの並びといいますか、記念塔がある鹿島寄りのほうは一定期間、建物が建てられない区域

だったと思うんですよ、それが何という区域か、ちょっと私もわからんですけど、多分今は

それは解除されていると思うんですけれども、それが大丈夫なのか、皆さん多分、ちょっと

心の中に、あそこの地域は大丈夫なのかというのが心配されると思いますので、その建物、

危険区域といいますのがいつごろからいつごろまで指定されて、いつごろ解除になったのか

というのがわかりましたら、教えてもらいたいんですけど。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 今、議員が言われます期間はちょっと私も把握しておりませんけれども、今現在、県の土

木事務所等が地すべり、急傾斜地の調査を行って、今終わって、各地区に説明会等があって

おります。今回、うちのほうで計画しております亀ノ浦水源地の上の地区ですけれども、あ

そこは指定外になっておりますので、今のところ害はないとは考えております。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 それは私もちょっと確認したから大丈夫と思うんですけれども、以前、危険地域があった

ところをまた後だって、別にここじゃなくてもいいですから、個人的に教えてもらえればと

思いますので、よろしくお願いします。 

○３番（所賀 廣君） 

 136ページの消防施設費の中で工事請負費254万円、これは消火栓の設置事業であるという

ことが書いてありますが、具体的な場所をまず教えていただきたいと思います。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 消火栓の設置事業は１つが竹崎地区ともう１つが中畑地区となっております。 

○３番（所賀 廣君） 

 ２カ所だとすると、１カ所当たり大体120万円、130万円かかるということですか。記憶で

は、新設する場合は、本管から当然引いて、その延長距離によって大分工事費が違うと思い

ますが、それにしては随分かかるなという感じがいたしますが、本管を相当延長するという

工事あたりも含めてのことですか。 

○総務課長（毎原哲也君） 
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 お答えします。 

 この中の中畑地区が集落の中からかなり離れたところにひとつ設置をするということでご

ざいます。それで、中畑地区が118万8,000円ぐらい、今のところ、事業を見ておるというこ

とでございます。 

○３番（所賀 廣君） 

 この消火栓、町内全域にわたって相当な数が立っていると思いますが、今、各部の方が１

日、15日あたりを点検日として、当然消火栓あたりもきれいに磨いて整備をされていると思

いますが、役員さんとか消防係で回るいわゆる不時点検、年に１回か２回あると思います、

公開点検も含めてあると思いますが、この辺の消火栓の設置状況、整備状況あたりもこの不

時点検の採点に入れて見回りしておられますか。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 消火栓の整備については、その評価の点数に入っていないというふうに思っております。 

○３番（所賀 廣君） 

 入っていないと思いますということですが、やっぱりこれも町でこれだけお金を出して消

火栓を設置するわけですから、半端な数じゃないと思いますが、この辺もですね、格納庫は

当然見られると思いますが、それ以外にこういった消火栓の整備は各部どういうふうにして

いるのかという、点検してやっぱり評価をきちんと出すべきだというふうに思います。たま

に見かけるのがふたあたりにもかなりさびがついて、何というか、吸管を突っ込むところは

しんちゅうだとかアルミだとかでそうさびはないにしても、土台が崩れかかったりとか、そ

ういったのもありますので、それは各部が見て、あとここを補修したいから補助金をくださ

いという申請もあるでしょうが、それはそれとして、やっぱりこれだけお金をかけて町が補

助を出してつくるわけですので、その辺のところも十分目を配る必要があると思いますが、

今後。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 これは所賀議員も御存じと思いますが、消防の幹部役員会のほうで諮って、そういう町の

財産みたいな形で高額な金をかけてしておりますので、それも点検の中の一つに入れるかど

うか、検討をお願いはしたいと思います。 

○11番（坂口久信君） 

 ８ページの定住促進住宅、これについて先ほど田川議員が質問されたと思うとですけれど

も、私も余りよく聞いておらんやったけんが、そこんにきの整備と設計委託というふうなこ

とで、この前ちょうど建設課長も来ておられたと思いますけれども、あそこの現場を見た折

に、３戸ぐらいしかでけんというふうなことで、幸いにしてあそこは日当たりもよく、上の
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ほうに用地があったわけですね。その辺について町長にお尋ねですけれども、この際、あの

辺の上の買収、日当たりもよかし、将来を考えれば、定住の人たちが多くなれば、あの辺も

買うべきじゃなかかなと私は個人的には思うとですけれども、ぜひせっかく整備される折に、

町長、この辺までできるだけ買っていただいておって、将来使われるんじゃなかかと思いま

すので、ぜひその辺に手をつけていただけないかなと思いますけれども、町長の考えは。 

○町長（岩島正昭君） 

 その件につきまして、私もそういうふうに思っております。あそこは水田が荒れておりま

すからね、老夫婦、亀ノ浦の人ですけれども、恐らく売ってもらえるだろうというふうなこ

とを思っておりますから、場合によってはもうそういうふうな交渉をしていきたいというこ

とと、もう１つはあそこを団地化すれば道がどうだろうかというふうなこともちょっと現場

で検討しまして、あそこの亀ノ浦・金目線の定松さんのところから道を下におろせば専用の

道路ができるんじゃないかというふうなことで、それの検討をいたしております。とりあえ

ずは、今、建設課長が申し上げましたとおり、そこの予算を組んでおりますけど、将来的に

はそういうふうに団地化になれば、それで拡幅していきたいというふうに思っております。 

○11番（坂口久信君） 

 これは整備と並行して買収ですね、ここだけまず先にしてというふうなこと、それも結構

わかりますけれども、並行してしていただくのが一番。また、工事あたりについてもここを

しよって、また後から変なところ、その上ば買収せんばいかん、金の話はしんしゃんな、よ

んにょことあるとやっけん。そいけん、ぜひその辺も金もかかると思いますけれども、そう

いう上手な造成の仕方をしていただければよかと思いますけれども、その辺について。 

○町長（岩島正昭君） 

 とにかく27年度についてはそこということですよ。だから、計画的にはもう早速交渉にも、

地権者の名前ももう調べましたから、継続的に進めていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○12番（下平力人君） 

 主要事業の防火施設についてお尋ねをしたいと思います。 

 まず、もう何回もお尋ねをしているんですが、行政区に全然防火水槽というのがない箇所

が今何件ありますかね。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 防火水槽がないところは、今、ここで資料を見てみますと８地区がないというふうなこと

になっています。 

○12番（下平力人君） 

 これについては、消防ポンプ積載車というものについては非常に補助とかなんとかで備え
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られておりますけれども、何といいましても消火というのは水がないとなかなか、それが一

番であろうと。いわゆる機材はあっても水がないとだめだということですから、防火水槽と

いうのは自主性と各行政区で自分たちで計画をして自分たちでやっていくというのが建前で

はございますけれども、今の状況を見ますと、過疎地となれば非常に家も少ないし、また負

担も強いられましてなかなか難しいと。そこら辺についてどうお考えなのか、お尋ねをした

いと思います。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 この防火水槽につきましては、今のやり方というのは区の区長さんのほうからぜひ土地も

用意したから、ここのところに防火水槽をつくりたいと思っておるので、その節は補助金等

をくださいというような、そういういわゆる要望書等を出していただいてつくっているんで

すよ。以前、町長が言っておりましたけれども、そういうことも必要だろうけれども、実際、

火事が起こったときに家が少ない地区がどうしても水がないというようなところについては、

将来的には、私がこういうことを言えるのかどうかわかりませんが、町のほうできちんと整

備をする方向で考えておりますというような答弁も以前したと思うので、いつからするかと

いうのはちょっとわかりませんが、今後の検討課題ということで考えていきたいというふう

に思います。 

○12番（下平力人君） 

 これについては、やはり人命、財産を守るという原点に立ってぜひやってほしいなという

ことと、それと同時に、今、県がやった事業で横断林道のサイドに幾らかの防火水槽がある

と思います。それについては管理関係はできているのかどうか、お尋ねをしたいと思います。 

 これは、今、林道沿いに２カ所ぐらいとちょっと下がったところに１カ所、これは県の事

業でやったと思うんですよ。桜並木というような形で１回やったでしょう。それと同時に

やって、それと中山の県道を上っていって横断林道に入ったときの左側のほうに入って、す

ぐ二、三百メートル入ったところで山火事がございましたね。そのとき非常に防火水槽が必

要だなということから、前町長だったと思うんですが、沢のところにやはりこれは準備せ

にゃいかんなということまで聞いておりました。その後、その話あたりは受け継がれたと思

うんですが、どうでしょうか、その辺も含めて。 

○農林水産課長（新宮善一郎君） 

 お答えをいたします。 

 横断林道の補修のための点検等々で回っております。回るときに防火水槽に異常がないか、

水が漏れていないかという確認は林政係のほうで行っているところでございます。 

 現在のところ、特段異常がございません。 

 以上でございます。（「沢の話はどうですか」と呼ぶ者あり） 
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○総務課長（毎原哲也君） 

 もう１つの点、前町長からのという件ですが、それはちょっと引き継ぎがうまくいってい

ないのかどうかわかりませんが、把握をしていないんですよ。そういうことで済みません、

御理解ください。 

○10番（久保繁幸君） 

 135ページの備品購入の消防団服等というのが24万円上がっておる。これは１着幾らぐら

いするんですか。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 ただいまおっしゃった消防団服等の24万円なんですが、これは甲号服といって正式な消防

団の礼式のときに着られる１着４万4,440円の３着ということで、これの８％掛けというこ

とで14万3,985円なんですが、もう１つ、ラッパ隊用のラッパを４万5,470円の２セットとい

うことで、これも８％掛けということでそういう金額を今回要求させていただいておるとい

うことでございます。 

○10番（久保繁幸君） 

 そしたら、これは上級者の制服とラッパ隊のラッパということですね。一般の隊員の服と

いうことじゃないわけですね。去年の予算書を見たら、63万円上がっておりましたので、そ

の辺、どうしてこれだけの差があるのかなということを考えたので、質問しました。 

 そして、その上の消防車の小型ポンプ２台分としてありますが、これはどこの配置の予定

ですか。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 これは20部と25部の小型ポンプということでございまして、中畑と平野、両地区のポンプ

でございます。 

○10番（久保繁幸君） 

 この車両は大体何年で買いかえというような予定になっておったわけですかね、ちょっと

もう忘れましたのでお伺いしますが、平野と中畑ということですが、何年たったらかえられ

るのですか。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 20年を経過したらかえるということになっております。 

○３番（所賀 廣君） 

 今と同じ135ページの消防団服等のところなんですが、甲号服とラッパということでした

が、これは多分一昨年の国会で消防団を中核とした地域防災力の強化に関する法律というの
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が施行されたときに、国のところでそれぞれ予算化されて、格納庫の機材、あるいはこう

いった団服、靴などに結構予算化されたと思います。もちろん、そのときは500人全団員が

訓練服なり、靴をそろえるということじゃなくて、ことしは何着、ことしは何個というふう

な経緯があったと思います。まだ全員そろったわけではありませんが、靴あたりが果たして

いつそろうのか、服あたりがいつそろうのか、何か防煙、防火に強いような服だと聞いてお

りますので。今現在、団員に対して靴、服が何％ぐらいそろっているのかですね。これはま

だ恐らく国はずっと継続してやっているはずですので、法律として施行されましたので、今

現在、どれぐらいが入っていますか、パーセントで。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 県の消防団の充実のためのという件につきましては、それは編み上げ靴を買うということ

にしておって、ちょっと実績をはっきり覚えておりませんが、平成27年度までで買ってしま

うと。大体補助金が１回40万円ずつ、来年度もまた40万円来ると思いますが、そういうこと

で来ます。 

 それで、服については特段補助金を充てているということはないというふうに理解をして

おるところでございます。 

○３番（所賀 廣君） 

 靴については編み上げの、多分安全靴風になっておるとですかね、かなり強固なもので安

全対策がなされていると思いますが、これが27年度で終わる。その後にこれは当然機材等が

一番対象じゃなかったかというふうに思います、国が中核消防団に対する地域防災力強化と

いうのは、機材整備あたりに充てるというのが第一の目標だったと思いますが、これはまた

来年度、再来年度も継続してこの法律に基づいて機材整備あたりをする準備がありますか。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 お答えします。 

 私が今認識している点だけでは、靴以外には今のところ、その補助金を充てるということ

はないということで理解をしています。 

○３番（所賀 廣君） 

 この問題は毎原課長がいるときの問題ですので、もう間もなくここを去られるような状態

になりますので、こういったものがあるよということをちゃんと後に残して、もしそういっ

た補助金あたりを活用して機材整備ができるということであれば、この予算の使い方あたり

を次の方にも十分知らしめておいていただきたいと思いますが、一言。 

○総務課長（毎原哲也君） 

 係長等、消防の担当は立派な方がいらっしゃいますので、彼らがきちんと補助金の申請等

についてはうまくやってくれるものと考えております。 
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○11番（坂口久信君） 

 主要事業一覧表の８ページに町道補修とかいっぱいあるですね、53、54、56と、本当に今

回、新年度でこの町道補修あたりを多くしていただいて、地域の人たちは大変喜んでいると

思っております。 

 そういう中で、山間地の地区の道路の補修等の陳情あたりはどのくらいあっているのか、

そして、その改修率と言うぎいかんけど、どのくらいさばけているのか、この中身について

はもういろいろじゃなくして、その辺について教えてください。 

 そして、ちょっと私が回っていた間にまだまだ補修がなされていないで、何か赤いロープ

がついているというふうなことで、多分、新年度でやられるんじゃなかかなといった話もし

とったもんですから、場所については忘れたもんですけれども、そういうところについても

新年度で手当ができるのかどうか。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 まことに申しわけありませんけど、件数についてはちょっと資料の持ち合わせがございま

せんけれども、後段のチェックを入れている分はどうなるかということですけれども、その

分についても予算の範囲内でしかやっぱりできませんので、今年度でできなかった分につい

ては新年度で対応するように考えております。 

 以上です。 

○11番（坂口久信君） 

 ここに上げた分は全部新年度で予算が上がっておるわけですから、さばけるわけでしょう

ね。そこにかかっておる人たちは多分よかでしょう。もう１年前からそういうことを言って

おられる、把握しておらんと言われるとちょっと困るとばってんさ、把握しておってくれん

かな、今度から。やっぱり言うとも言いにくか部分もあってね。ぜひそういう道路に面した

ところがあったりとか、やっぱり拡幅というか、離合の要望があったりとか多分あると思う

とですよ。町長は前向きなんですよね。そういうところについては離合をとれとか、困った

人たちのところについては補修を早くせろとか、多分そういう指示があっておると思うけん

が、その分についてはあなたもやっぱりトップの考え方を十分生かして、今後対応していた

だければと思いますけれども、担当課長、どういうふうに考えますか。 

○建設課長（土井秀文君） 

 お答えします。 

 今、議員言われますように、やっぱり補修等が必要なところについては早急にしなきゃい

けないと思いますので、現地等の把握をしながら、補修等を行っていきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 
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○議長（末次利男君） 

 質疑がないので、次の第10款．教育費、138ページから、歳出最後第14款．予備費、166

ページまでの質疑に入ります。質疑の方ありませんか。 

○１番（田川 浩君） 

 主要事業一覧表の10ページ、連番69、学習用パソコンリース料というところで中学校学習

用パソコン一式で366万4,000円上がっておりますが、このタブレットパソコンですけれども、

例えば、中学校の何年生とかに設置するのか、それとこのタブレットはそもそもどういった

目的で導入される予定なのか、その２点をお聞かせください。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 タブレットの整備につきましては、佐賀県が行っております先進的ＩＣＴ利活用教育推進

事業、全ての自治体で行っている事業でございます。この事業に合わせて、太良町でも電子

黒板、平成27年度はタブレットを導入させていただきたいと。 

 内容につきましては、何年生かということですけど、１年生から３年生まで、主に３年生

が使ってくると思いますけど、全ての学年で使えるように生徒用、多良中、大浦中に各40台

と教師用に１台掛けるの２の82台を整備させていただきたいということでございます。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 佐賀県の先進的ＩＣＴの利活用の推進と、佐賀県の一応目的といいますか、それに沿って

入れるというのはわかるんですけど、じゃ、佐賀県はどうしてそれを入れられますか。佐賀

県が入れろというから入れるんじゃなくて、そもそもどういった目的で生徒たちに何をさせ

たいから、こういったタブレットを入れるのかとちょっと言っているんですけれども。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 近年、ＩＣＴが普及して、社会に出てからもそういった方向に進むというケースも多く出

ております。それもありますけど、一番は学力向上で導入をしていると理解しております。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 学力向上のためということですね。 

 それで、見てみますと、リース期間が一応５年ということになっていますけれども、これ

は一旦５年間リースをして状況を見るのか、それとも５年やってまた引き続きやっていく予

定なのか、それはどうでしょうか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 
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 基本的には継続性を持たせていきたいと考えております。 

 あと５年間という、60カ月のリースを組ませていただいております。これについては一応

リースで５年間の引き取り、修理あたりも含めたところで有利な部分もございまして、そう

いったリース契約をさせていただきたいと思っているところでございます。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 はい、わかりました。 

 それと、最後ですけど、各学校にＩＣＴの支援員さんがいらっしゃいますけれども、この

タブレットパソコンの使用に関してそのＩＣＴの支援員さんはどうかかわってくるのか、ま

たは全然かかわらないのか、そこら辺はどうなりましょうか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 ＩＣＴの支援員ももちろんかかわるようになってきます。そういった導入に対して先生た

ちが異動でなかなかそういった指導というのも難しい点がありますので、熟知されたそう

いった支援員さんの力というのは大いに必要になってくるものと思っております。 

 以上です。 

○７番（牟田則雄君） 

 主要一覧の９ページの138ページの連番61番、いじめ問題のところですが、これはきのう

も言ったと思うんですが、ここにいじめの早期発見、初期対応に向けた支援体制づくりを強

化するものということですが、いじめ問題を見ておりますと、早期発見というところが全て

のいじめ問題で一番大事なところで一番欠けているところが今までのところだと思うんです

が、どうやって早期発見をされようとする委員さんたちなのか、ちょっとお尋ねします。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 学校と家庭との連携が一番大事だと思っております。家庭との情報の共有といいますか、

子供がちょっとおかしかったら連絡をしたりとか、何か学校でありましたかとか、先生も家

庭で何かありましたかとか、要するに情報アンテナを高くするというか、そういったところ

で早目に何かその子の態度がおかしいとか、一応担任の先生は毎日そういった顔色というか、

朝、出席をとったりするときに確認をしたりされてはいらっしゃいます。そういったところ

からが一番早期というか、対応になってくるものと思っております。 

 以上です。 

○７番（牟田則雄君） 

 今の説明でいきますと、ＰＴＡの方々が早期発見には一番あれと思うんですが、ここにわ

ざわざ委員を町設置と、それから各学校設置、予算まで組んでここに、町設置のほうは６名
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様、それから各学校の設置は、これは人数はわかっていませんが、予算的には10倍ぐらい組

んであるけん、人数的に10倍ぐらいおらすとかと思うばってん、そこのところ、今言われた

ところをこの人たちがどうやって早期発見につなげるような活動、仕事をされるのか。

ちょっとこの委員さんたちの、今言われたのをつなぐ役目なのか、早期発見するための委員

さんなのか、ちょっとそこのところを確認したいと思います。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 議員おっしゃる報酬ですけど、その分については学校が４校ございますので、５万円の４

校分と。内訳ですけど、町のほうで実施する分につきましてはもう大きな問題になったとい

うときの委員さんの報酬と会議の場を持つと、一応学校で持つ、さっき申し上げたのは初期

の保護者と学校との連携と言いましたけど、その中でもし上がってきた分があった場合、ま

ず学校で対応をするという委員さんの報酬でございます。それが22条委員会といいます。そ

こでも手に負えん事態になったというようなことで、町のほうで28条委員会ということで弁

護士さんとかに入っていただいたところの対応をするというような流れになっております。 

 以上です。 

○７番（牟田則雄君） 

 そしたら、これは国や県の要望でされるのか、町が自主的にこれは設置するのか、そこの

ところのちょっと確認をひとつお願いします。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 国から全自治体に設置ということで昨年条例をつくらせていただいたところです。最終的

には、町もそういった未然防止ということで設置をしているということでございます。 

 以上です。 

○議長（末次利男君） 

 質疑の途中でありますが、暫時休憩いたします。 

午後２時26分 休憩 

午後２時45分 再開 

○議会事務局長（岡 靖則君） 

 本日、３月11日は東日本大震災発生から４年目となります。震災によって犠牲になられた

方々に対し、心から哀悼の意を表し、サイレンが吹鳴されますので黙禱をささげたいと思い

ます。その場で、皆さん御起立をお願いいたします。 

    〔黙  禱〕 

○議会事務局長（岡 靖則君） 

 お直りください。御着席ください。 

○議長（末次利男君） 
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 定足数に達しておりますので、議会は成立いたします。 

 休憩を閉じ、直ちに会議を開きます。 

 10款．教育費から14款．予備費までの質疑はありませんか。 

○３番（所賀 廣君） 

 学校給食費についてお尋ねしたいと思います。 

 163ページ、節区分の15番のところに工事請負費2,600万円、給食センター施設整備事業と

あります。この詳しい内訳を説明ください。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします前に、まずもって、おわびを申し上げます。 

 今回、臨時議会までいたしまして、設計書がおくれて、当初予算に計上できておりません。

検討委員会等でもいろいろ検討させていただきましたけど、調理員と設計者等々、調整がう

まくいかずおくれているのが現状でございます。まずもって、まことに申しわけなく思って

おります。 

 今回、この工事費につきましては、片山ののり面の整形にかかわる工事でございます。あ

と、部室の解体とか、出入り口の進入路のフェンスの撤去等を含めて、要するに本体が建つ

前に整備が必要な分の工事ということで上げさせていただいております。 

 以上でございます。 

○３番（所賀 廣君） 

 質問する前に、今、課長のほうからそういった言葉があったわけですが、まさに私もそう

思っております。これは、昨年８月12日に設計額の不足ということで、530万円の補正をす

るためにわざわざ臨時議会を開かれました。その前の全協の折に、じゃ、本設計の積み上げ

はいつになるのかと聞きましたら、３月いっぱいには完了しますということですね。町長の

施政方針の中に、平成28年９月から給食を開始したいということです。ということは、平成

27年度内に着工せんと当然でき上がる物件じゃないわけですよね。半端な数じゃないと思い

ますよ、これは何億円というお金。これがわかっておきながら、こののり面の舗装も、まあ、

これはこれでいいでしょう、片山ですから。わかっておきながら、何で年度当初の予算に上

げんのか。国会においても、予算がまとまらなかった場合は暫定予算というのを組まれます

よ。何でそういった作業ができなかったのか。いろんないきさつがあって整備ができなかっ

たということですけど、何で当初に上げられなかったのか、詳しく説明ください。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 この件につきましては、検討委員会の中でも申し上げております。間に合わなかった大き

な理由につきましては、設計業者と調理員と動線を使いやすい施設にと検討委員会の中でも

ありまして、二転三転、平面図が変わったというようなことで、そういったことが大きな理

由でおくれたところでございます。 
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 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 

 ３回しか質問されんということですので、詳しく説明したかと思うとですよ。当初の予算

がこれですよね。当初。我々にいただいた図面が、これです。これがどのように大きく変

わったのかわかりませんけど、ここのプロポーザルで選んだのが、果たしてよかったのか悪

かったのかはわかりませんが、検討委員会で何回となく検討を重ねられて選定されて、大建

建築ですか、何かの方がプロポーザルして提案業者として選ばれて、この方、素人じゃない

というふうに聞いていますので、給食センターの規模にしては、太良よりもっと大きな物件

を２つないし３つ手がけられた設計業者だと思いますよ。それだけのプロの腕を持っておら

れる設計業者でありながら、臨時議会が過ぎて半年ありますね、３月までというのは。何で

積み上げができなかったのか。さっき言いましたように、何で暫定で組まなかったのか。４

億円なり５億円なり６億円なり、一旦組んどって、当初予算に上げとって、後で誤差が生じ

た場合にやるのが補正予算だと思います。 

 今後、どういうふうにされる予定ですか。 

○教育長（松尾雅晴君） 

 済みません、お答えの前にですけれども、あえて私のほうも教育委員会を代表させていた

だきまして、今日、新年度予算で計上できなかったという不手際を、まことに申しわけあり

ませんでした。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 当初予算に計上ということにつきましては、ぴしっとした積み上げのもとできちっとした

金額をいただきたいということで、それが先ほど申し上げましたように、おくれてしまった

と。今後どうするのかというようなことですけど、一応、その分については設計業者のほう

で工期が８カ月ということでございます。その前に臨時議会かをお願いして、きちっと積み

上がったときに予算をお願いするか、その辺の６月前後のところで、きちっと積み上げたと

ころでお示しをさせていただいて、執行させていただければと思っております。 

 以上です。 

○３番（所賀 廣君） 

 先ほど、きちっとしたところで積み上げてと言われましたが、やっぱりこれだけ主要な事

業としてわかっておきながらですので、きちっとした積み上げができなくても、半年間あっ

たわけですよね。概算で、例えば幾らかかるのですか、５億5,000万円ですか、６億円です

か。一旦、その数字でもよかってさっき言うたように、それでやっておきながら、初めに説

明すればよかじゃなかですか。きちっとした積み上げができておりませんが、プロポーザル

の設計業者と打ち合わせた結果、５億5,000万円ぐらいの概算になるでしょう。その概算の
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暫定予算でよかじゃなかですか。さっき言うたように。それで、あと補正をお願いする。

こっちのほうがよっぽど自然って思うとですよ。今度、臨時議会をして、補正で６億円も７

億円もという補正を組めと言うとですか。余りにもおかしか話て思うとですよね。どうして

も納得できんとですよ、これ。ここに至って予算が上がってきとらんわけですから、どうし

ようもなかとですが、まさにたらればになるかもしれませんけど、本当にこういったことが

ないように、これも何回目かですよね。体育館のときにしても。こういったことがないよう

にお願いしたかとですよね。当初予算で上げるべきところはちゃんと上げて補正をする、そ

れが道筋だと思いますので。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 繰り返しの分もございますけど、当初予算でもちろん計上したかったところはやまやまで

ございます。多良中学校の件もおっしゃいましたけど、次に補正をしなくて済むようにき

ちっとした予算で積み上げてもらいたいということで打ち合わせをしておりましたので、そ

ういったところで上げてもらえれば問題なかったんですけど、おくれているというのが現状

でございます。申しわけなく思っております。 

○７番（牟田則雄君） 

 同じ15番の、今、所賀議員の工事請負費についてですが、これは前年度の予算で、設計の

ほうが1,300万円か幾らか、千三百何千万円か、設計の予算は去年のあれで上げられとった

でしょう。それで、それが決算がどうなっているのか。これだけかけた設計図は、設計はし

ていながら、全くその見通しが立たないというのはどういうことか、そこのところの説明を

お願いします。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 設計の見通しが立たないと。この件につきましては、調理員等々、もう何度も設計書を、

設計業者も呼んでおいでいただいて、すり合わせをしたわけですけど、いろいろな配置の問

題とか、そういったところの状況が何度も変わったりいたしまして、積み上がっていないと

いう状況でございます。 

 以上です。 

○７番（牟田則雄君） 

 これをプロポーザルで選定しとっとですよ。ということは、向こうがちゃんとどういうの

をつくりたいか、各業者に出させて、その中からあなたたちがこれがいいでしょうという業

者を選んでやるのが大体、プロポーザルの基本的な考え方じゃなかかというとに立てば、そ

れを今ごろになってから、そういうのがまだ積み重なっとらんとかなんとかいうごたっとな

ら、もうもとから、プロポーザルで会社を選定したこと自体から今度はおかしくなってくる
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とやなかですか。今までのあれからいけば。そいけん、そこら辺はわざわざプロポーザルで

してくれという要望があって、我々もそれを認めて、プロポーザルというのはそういういい

かげんな基準で選ばれるもんじゃないと思うんですが、そこら辺はどう考えられますか。町

長、どうですか、そこら辺は。 

○町長（岩島正昭君） 

 プロポーザルの原則はそうですよ。いろんな会社がいろんなアイデアを持って、こういう

ふうな設計をしたい、金額は大体これでやりますと。そういうのを皆さんたちがいろんな形

で説明を受けて、点数をつけて決定するのがプロポですよ。プロポで提案した図面がどれく

らい変わったかはようわからんですけれども、もう日にちがたったもんだから、ある程度は

成果品として上がるとが妥当だと思いますよ。だから、私も皆さんたちに26年度の予算等々

でお願いをしたとおりに、今までは多良中学校の二の舞はしたくないと。だから、前年度で

設計委託を発注して、そして設計書の方も金の固まってから翌年度の新年度予算で提案した

いというふうなことを皆さんたちに御提案したわけでございますから、私も今の状況がそう

だということで、ちょっと遺憾に思っておるところでございます。 

○教育長（松尾雅晴君） 

 教育委員会のために、町長部局にはこの予算書等々でも大変御迷惑をおかけし、議員さん

方にも非常に御迷惑をおかけしておるということは、大変恐縮をしているところですけれど

も、先ほどプロポーザルのお話が出たもんですから、最初、業者のプロポーザルの説明を見

ていて、納入業者が食品を持ってこられるときに、荷受室があったらいいよねということも

上がり、それから、作業線の動線を考えた場合に、デザート室があったほうがいいとか、そ

ういう面々が調理現場等々での話し合いで、その辺の私たちの調整がうまくいかなくて多大

な迷惑をかけているところでございます。まことに申しわけありません。 

○７番（牟田則雄君） 

 これが、先の使用開始を町長が説明とかなんとか全然しとらんで、いつまで、尻は決まっ

とらんというあれなら、そういうことでもいいんですが、もう供用開始がいつからという予

定を組んどって、しかも修正の見積もりまで出したじゃなかですか、議会のほうに。今言わ

れたようなことは、後で補正とかなんとかで十分組めてもやかましく言われるようなところ

じゃなく、やっぱり基本的なところは、一番最初、これはおかしいと言うて、そっちのほう

から積み上げにどうもいかんということで修正のあれを出されているんですから、それを信

じて、我々もそんならということですので、一応やっぱり技術論としては、これは予算でそ

の分を、そういうのを予算に対して上げる上げんは、我々が介入するところじゃないんです

が、技術論としては、そういうやり方が一番納得できるやり方じゃないんですか。丸々それ

は上げんで、補正で全額というのは。それはちょっと、予算の組む技術論としてもちょっと

おかしい話と思うんですが、どうでしょうか。 
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○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 今おっしゃっているのは、概算といいますか、大まかな予算を当初予算に上げとって、そ

の分、もし不足した場合、補正でというようなことだと思っております。しかしながら、実

施設計自体がきちっと積み上がるものと、私どもも思っておりましたので、きちっとした額

が今回上がっていないのが現状でございます。この件につきましては、こういった状況を招

いてしまって、おわびの問題ではありませんけど、こういうことを起こしたことについては

深くおわびを申し上げたいと思っております。 

 今回については、先ほど申し上げましたように、きちっとした予算を計上したかったとい

うところが事実でございます。 

 以上です。 

○７番（牟田則雄君） 

 そしたら、こういうことを何回でも繰り返すあれなら、あなたたちが求めるような数字、

ぴしっとしたのができ上がらんなら、これで間に合わんときはこれで上げようかというぐら

いの予備的なことをちゃんと準備しとかんと、あくまで予算ですから、決算みたいに何百何

十何円まで我々も言うわけじゃないんですから、そこら辺はそんくらいの準備は、今後ぜひ

してもらいたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 今後の教訓とさせていただきます。 

 以上です。 

○８番（川下武則君） 

 主要事業の９ページ、連番の61番のいじめ対策費とその下の土曜学習の件でお聞きしたい

なと思うんですけど、２週間ぐらい前から、中学１年生の子供が先輩からいじめに遭って、

最後は殺されたという悲惨な事故があったんですけど、いじめ対策費が昨年度からしたら多

少減っている部分と、土曜学習はそのままの予算なんですけど、いじめ対策にしても、もう

ちょっと予算を組んどってもいいんじゃないかなという部分と、今回、18歳の男の子が中学

１年生という、まだ幼い子供に対していじめみたいな感じで亡くなったんですけど、そこら

辺、教育長の見解としては、太良町においてもこういうことがないとは限らないと思うんで

すよ。対策として、こういうことを学校とかなんとかに指示といいますか、小・中学校にい

ろんなアドバイスなり指示なり見解なり、そういうのを出されたかどうか、それをお聞きい

たします。 

○教育長（松尾雅晴君） 

 月に１回、町内の４名の校長を集めて会議をやっております。そして、議員のように、今
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いじめ云々が社会的問題になっております。そういうことで、学校においては、最後に知る

のが教師ということにならないように注意をしております。今、４校ありますけれども、恐

らく新聞、テレビは報道しておりませんけれども、体罰、いじめで学校をどんどんマスコミ

はたたいたと。そうしますと、生徒がたたけるならたたけと開き直ってきよると。そうしま

すと、授業中に決まった人物だと言いますけれども、都市部あたりでは、授業中でもぶらり

と教室を抜け出し学校内を徘回、もしくは街に出ていくと。そういうような状況にあります

ので、やはり体罰云々についてはあれですけれども、きちっとした社会規範を、規律のある

学校にしてくれというようなことで、毎月の校長会にはそういう社会規範意識を持った生徒

をということを前面に押しております。そのためには、環境をすぱっとしてくれと。掲示物

はきれいに整然としてあるとか、下駄箱もというような、そういう日常生活の小さなところ

の積み重ねで、子供たちは常に生活をしとるからと。そういう環境面、それから、そういう

子供への観察を重視するように指導はしております。 

 以上でございます。 

○11番（坂口久信君） 

 主要事業の９ページのアシスタントティーチャー、英語力で、多良小、大浦小、１名配置

をされております。前も話をして英語に力を入れろというようなことで、多分、今回あたり

はこの辺に今後力を入れるためにやっておられると思いますので、この前もいろんな英語の

講習ていうか、学校視察あたりに行って、すばらしい学習を見られたんですけれども、今後

はこの２人を両小学校に配置するというようなことで、どのように変わっていき、どのよう

に教育長は英語教育の向上を図ろうと考えておられるのか。 

○教育長（松尾雅晴君） 

 以前、議員から御質問をいただき、もし、この地に外国人が来た場合、英語でも何でもい

いから、会話のできる子供をつくってほしいというようなお話があったもんですから、一応

ガイドブックは、ガイドブックといいますか、会話のあれはつくったんですけれども、余り

にも教科書風でかた苦しいと。やはりそこに人物の絵があって吹き出しというように言葉を

発していると。そういう、ちょっと言いますと、漫画的そういうあれだと非常に子供たちも

親しみやすいから、教科書風の会話集じゃなくて、例えば、小学校あたりがそうなんですけ

れども、毎時間、そういうものを子供たちに配付して、それを家に持って帰って、こうよね

というようなことができれば、子供たちも英語に興味、関心を増していくだろうと。ただ、

教室だけの、しかも何の教材もなくてよりも、そういうのを今後準備していただければ、子

供たちの英語への意欲というのは非常に高まるんじゃないかというようなことで、13日の２

時からか、アシスタントティーチャーかれこれの会議がありますので、そのときの議題にし

て進め方を検討するような報告が上がってきております。 

 以上でございます。 
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○11番（坂口久信君） 

 普通、テレビを見よれば、保育園、幼稚園の英語教育なんてものは、ちょっと言えば、い

ろんな教え方とかなんとかありよるわけですね。そういうとを見とれば、どういう教え方を

すれば英語教育の会話が伸びる、伸びるというか簡単に、子供たちあたりは特に早く覚える

わけですから、その辺の教育の仕方あたりはどんどんテレビでありよるじゃなかですか。

我々だって見よっとばい。我々、英語は話し切らんけど、教育の仕方とかなんとか、上手に

やりよるなとか、その辺を教育長あたりは、小学校１年なら１年に合うような、そこんにき

遊ばせながら、例えば、いろんな道具あたりも使いながら、１時間英語だけで話すとか、そ

の辺の工夫をして、やっぱり英語力は上げんばいかん。幾ら本ばつくったっちゃ、出したっ

ちゃね、でけん。会話能力、なかなか上がらんじゃなかですか。わかり切っとることやけん

がさ、それは今までどんどんみんなが研修して、そういう新しいものというかな、勉強の仕

方を考えて能力を上げよるわけやけんが、その辺の仕方はもうちょっと、アシスタント

ティーチャーというと、それなりの人たちが来るわけやろう。そいけん、そのアシスタント

ティーチャーあたりもそんくらいことがわからんとかなと思いますよ。そいけん、ぜひその

辺については、教育長、ぴしゃっとした、お互いに話し合いながら、テレビでん何でんよか

けん、そぎゃんとを教材にしながら、見ながら能力を上げるように頑張っていただきたいと

思いますけれども。 

○教育長（松尾雅晴君） 

 議員お話しのように、英語力を高めるため、どういう指導方法がいいのかにつきましては、

今後、研究を進めていきたいというふうに思います。 

○11番（坂口久信君） 

 今回、わざわざまた再度アシスタントティーチャーまで入れて、せっかく町長あたりが教

育長の思いを酌んで、我々の意見も酌んで、英語の教育力を上ぐうかなという、会話だけで

も外国人が学校に来たとき、挨拶のグッドモーニングじゃい、ハウ・ドゥー・ユー・ドゥー

ぐらいは言えるような教育ぐらいはしていただきたいと思いますので、お願いしますよ。 

○教育長（松尾雅晴君） 

 頑張りたいと思います。それで、年に１回、１日ぐらいで何になるかと、恐らく御意見も

あるだろうと思っておりますけれども、各学校４校に一昨年、昨年と来ていただいて、生の

英語といいますか、そういうものを子供たちに聞かせるという機会もアシスタントティー

チャー等々で話をして、そういう本当の、本当のと言いますとおかしいですけれども、生の

英語を直接体験というのもいいものだというふうに考えておりますので、そういう方面でも

努力していきたいというふうに思っております。 

○２番（江口孝二君） 

 同じ質問になると思いますけど、主要事業一覧表の連番の61、いじめ問題のことについて
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お尋ねしますけど、現在、太良の４校では、いじめは確認されていますか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 いじめの報告については、４校とも報告をいただいておりません。いじめはないというこ

とです。 

 以上です。 

○２番（江口孝二君） 

 いじめはないということですけれども、私は、よく不登校ということを耳にします。多良

小・中学校、大浦小・中学校の児童・生徒に、今現在、不登校と認められる者は何人ぐらい

おられるか、参考までにお聞きします。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 不登校の定義につきましては、年間30日以上休んだ者を不登校という、そういった定義が

ございます。多良小学校、大浦小学校はゼロでございます。大浦中学校が３名、多良中学校

が４名、以上のような状況でございます。 

 以上です。 

○２番（江口孝二君） 

 30日というのは私も知っていましたけど、その予備群という人、28日とか27日とかになる

と思いますけど、そういう不登校になる傾向がある生徒は何人ぐらいいますか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 はっきりした数字は今、手元にありませんけど、各校に数名おります。その予備群といい

ますか、20日ぐらい休んだりとかしているのは、現在どこの学校にもおります。 

 以上でございます。 

○２番（江口孝二君） 

 今、30日以上休む人が多良と大浦で７名ですかね、おられるということで、予備群まで入

れれば二十数名の数だと思いますけど、それに対しては対応されているのか、されていない

のか、どっちかでいいです。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 対応しております。 

 以上でございます。 

○１番（田川 浩君） 

 予算書の146ページ、教育費、小学校費の下のほうの20番の扶助費の中の要保護及び準要
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保護児童援護費というところと、150ページの、同じ項目なんですけれども、中学校費の中

の20番の扶助費の要保護及び準要保護生徒援護費ということで上がっておりますけれども、

昨今、子供の貧困ということがよく言われております。若い世代の方が非正規雇用になった

り、またひとり親世帯がふえたりして、そういうことが言われるようになりましたけれども、

また、要保護率、準要保護率というのも10年、15年前から比べると全国的に２倍とか、そう

いうふうになっていると思いますけれども、まず、本町の場合の要保護率、準要保護率、

小・中学生合わせた数でいいですけれども、何％ぐらいあっているんでしょうか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 パーセンテージではありませんけど、人員でいいますと、小学校のほうで23名です。中学

校でいいますと、17名でございます。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 小学校が23名、中学校が17名ということですね。わかりました。 

 それと、小学校のほうが昨年と比べると若干上がっていると。中学校は昨年と比べたら援

護費のほうがかなり下がっている。この要因といいますか、それはどうしてなんでしょうか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 援護費につきましては、小学校については平成26年度が20名で、27年度が23名の予定でご

ざいます。上がっておるということでございます。中学校につきましては、平成26年度が25

名から17名に、27年度がなっているということで、減額をしているということでございます。 

 以上です。 

○１番（田川 浩君） 

 最後になりますけれども、この要保護、準要保護率を下げるために、本当はゼロ％が一番

いいと思いますけれども、本町として、下げるために何か特別にやっていることがあれば教

えていただきたいと思います。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 本町におきましても、国が定めた基準にのっとってやっておりますので、一定の自治体と

比較しても落ちているということはないと思っております。 

 以上です。 

○２番（江口孝二君） 

 主要事業一覧の連番の77番、学校給食費についてお尋ねしますけど、給食費の未収金、私

たちが持っている資料は、昨年度の決算書しか持ちませんので、その数字でいったら42件の
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217万3,000円が計上されていると思いますけど、これはどのように回収されるのか、お尋ね

します。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えをいたします。 

 給食費につきましては、平成27年４月１日から給食費無料ということで、町長の施政方針

の中でもありましたように、そういった方向で進めさせていただきたいと。平古場議員の一

般質問の中でも答弁いたしましたように、これまで過年度分、25年度までの未納の決算につ

きましては、39件の201万4,100円が未納でございます。その分については継続して徴収をし

ていくということでございます。 

 以上です。 

○２番（江口孝二君） 

 私が言った数字は半年過ぎておりますから、収納額は違うと思いますけど、平成５年から

の分が私の持っている資料にはあるですもんね。だから、もう卒業してしまった父兄さんた

ちもおられると思います。だから、今、在校生については収納もしやすいと思いますけど、

その以前のものはどのようにされるのか、区分されるのか、それとも欠損として処理される

のか、お尋ねします。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 在校生の分ともう卒業していない保護者の分ということですけど、平成27年度につきまし

ては、在校生も、卒業された保護者、今滞納がある分については、継続して27年度は徴収を

していきたいと考えております。 

 以上です。 

○２番（江口孝二君） 

 私が言葉足らずかしらんですけど、せっかくいいことをして、でも、当たり前にしよる人

からはいろんな意見があるわけですよ。ましてや、平成５年以前の分から未収金があるわけ

でしょう。それは実際として収納可能か、可能じゃないかと。それであるならば、どこかの

ところで線を引いて不能欠損とするべきじゃなかろうかと思うたけん、私は言っています。

そこはどうでしょうか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 この未納、未収金の問題については決算委員会等でもいろいろ指摘をいただいております。

今、議員がおっしゃったのは、今回、無償にするということに合わせて、不納欠損じゃあり

ませんけど、基本的には先ほど申し上げた担当者としての方向性はそういった方向で考えて

おりますけど、今後またそういった未収の問題については、徴収不能の分については、もち
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ろん不納欠損の処理をさせていただきますけど、行方不明とか死亡とか、そういった件につ

いてはさせていただきますけど、基本的には、先ほど申し上げたような方向性で行きながら、

対応はさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○２番（江口孝二君） 

 世の中、一年一年変わっていきます。この給食費が上がってこんだったら、決算のときに

ぽって上がってきて、議員もことしからまた何人か入れかわりがあると思いますけど、やっ

ぱりそこは無償にするということであれば、この給食費の未納というとも、３年も５年も先

まであるのはおかしいと思うわけですよ。だから、そこはある程度期間を設けて、どこまで

でということでめどを立てるのがベターじゃないかと思って、私は言っています。その辺は

どうですか。 

○学校教育課長（野口士郎君） 

 お答えいたします。 

 今、議員おっしゃった部分、期間を区切ってとか、そういったところも視野に入れながら、

方向性としては検討させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（末次利男君） 

 質疑の途中ですが、残余の質問は総括質疑でお願いしたいと思います。 

 お諮りします。 

 日程の途中でありますが、本日はこの程度にとどめて、延会したいと思います。御異議ご

ざいませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（末次利男君） 

 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。お疲れさ

までした。 

午後３時28分 延会 
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